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平成３０年１月 松本市農業委員会 委員総会 議事録 

 

１ 日  時    平成３０年１月３１日（水）午後１時２８分から午後３時２５分 

 

２ 場  所    議員協議会室（東庁舎３階） 

 

３ 出席委員    ４４人 １番 柿澤  潔     ２番 丸山 敏郎 

              ３番 森田 大樹     ４番 北川 和宏 

              ５番 百瀬 芳彦     ６番 岡村 時則 

              ７番 上條 陽一     ８番 上條信太郎 

              ９番 河野  徹    １１番 三村 和弘 

             １２番 太田 辰男    １４番 荒井 和久 

             １５番 細田 範良    １６番 波田野裕男 

             １７番 赤羽 隆男    １８番 竹島 敏博 

             １９番 丸山 寛実    ２０番 上條萬壽登 

             ２１番 小林 弘也    ２２番 塩原  忠 

             ２３番 古沢 明子    ２４番 上内 佳朋 

             ２５番 栁澤 元吉    ２６番 波多腰哲郎 

             ２７番 田中 悦郎    ２８番 伊藤 修平 

             ２９番 橋本 実嗣    ３０番 小沢 和子 

             ３１番 竹内 益貴    ３２番 窪田 英明 

             ３３番 上條英一郎    ３４番 百瀬 道雄 

             ３５番 伊藤 素章    ３７番 百瀬 文彦 

             ３８番 小松 誠一    ３９番 菅野 訓芳 

             ４０番 百瀬 貞雄    ４１番 前田 隆之 

             ４２番 青木 秀夫    ４４番 波場 秀樹 

             ４５番 百瀬 秀一    ４６番 金子 文彦 

             ４８番 上條  信    ４９番 赤羽 米子 

 

４ 欠席委員    ４人 １３番 中島 孝子    ３６番 忠地 義光 

             ４３番 萩原 良治    ４７番 三村 晴夫 

 

５ 収入保険制度に関する説明 

  【別冊資料：長野県農業共済組合中信地域センター】 

 

６ 議  事 

   議案第１３６号 平成２９年度農地賃貸借料に関する情報提供について 

 

７ 協議事項 

   (1) 松本市農林業振興計画の中間見直しについて 

   (2) 平成２９年度利用意向調査結果に基づく対応について 
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   (3) 「地域農業を考え、農地利用の最適化を進める長野県運動」推進要領（案）に対 

     する意見について 

 

８ 報告事項 

   (1) 平成２９年度農業活性化推進研修会の開催について 

   (2) １月農業振興部会における農林部との懇談予定について 

   (3) １２月定例部会報告 

   (4) 主要会務報告 

 

９ その他 

 

10 出席職員 農業委員会事務局    局  長  窪田 京子 

          〃        局長補佐  板花 賢治 

          〃        担当係長  齋藤 信幸 

       農政課         課長補佐  勝山 隆浩 

          〃        主  査  平林 英俊 

          〃        主  査  松村 豪治 

          〃        主  任  大塚 留誠 

       松本農業改良普及センター課長補佐  西嶋 秀雄 

       長野県農業共済組合中信地域センター 

               松塩筑支所長補佐  太田 剛司 

 

11 会長あいさつ  小林会長 

 

12 会議の成立   農業委員会等に関する法律第２１条第３項により成立 

 

13 議長就任    松本市農業委員会総会会議規則第３条により小林会長が議長に就任 

 

14 議事録署名委員の指名及び書記の任命 

          〔議事録署名委員〕 １１番 三村 和弘 委員 

                    １２番 太田 辰男 委員 

          〔書記〕板花局長補佐、齋藤係長 

 

15 会議の概要 

議  長     本日の議案についてですが、総会に１件、農地部会に１９件の議案が提出

をされております。このうち議案第１５２号から１５４号の「農用地利用

集積計画の決定の件」並びに１５５号の「農用地利用配分計画案の承認の

件」につきましては、農業振興部会にそれぞれ議案の事前の内容審査を付

託をいたします。農業振興部会では内容審査を行い、意見集約の上、農地

部会に報告をしてください。 

         さて、１２月には農水省の担当者による収入保険制度の説明会が開催され、
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いよいよ制度が動き出すわけでございますが、我々農業委員会としても、

協力できる部分で制度を支えていきたいというふうに考えております。そ

こで、本日、改めて制度の概要について学習をする機会を設けました。長

野県農業共済組合中信地域センターから担当者をお願いをいたしましたの

で、ご紹介をいたします。松塩筑支所長補佐、太田さんでございます。よ

ろしくお願いします。 

 

太田（長野県農業共済組合中信地域センター） 皆さん、どうもこんにちは。ＮＯＳＡＩの松

塩筑支所、太田と言います。本日は、収入保険制度の概要についてという

ことでご説明に上がりました。よろしくお願いします。 

         日ごろからＮＯＳＡＩ事業につきましては、皆様方から組合ともども非常

にご協力をいただいております。改めてお礼を申し上げます。 

         特に、評価会の委員さんは、各部会ごとに農業委員会から１名ずつ選任を

いただいて、日ごろから損害評価に当たっていただいているということで、

お礼を申し上げます。 

         それでは、資料に沿って私のほうから説明を申し上げますが、資料はこの

「収入保険制度概要について」というこの資料になりますので、よろしく

お願いいたします。 

         あと、事務局のほうでちょっと２枚ほど用意させていただいてあるみたい

ですけれども、それはまたごらんいただければということでお願いいたし

ます。 

 

議  長     座って…… 

 

太田（長野県農業共済組合中信地域センター） すみません。それでは、座って説明したいと

思います。 

         それでは、１ページからです。 

         最初にありますのは、農業競争力プログラムということで、概要とありま

す。 

         ＮＯＳＡＩも、昨年５月に県下４組合と連合会が合併しまして、１つの組

合という組織になりました。その中で、国がこの概要の中で収入保険制度

を新たに取り上げ、またＮＯＳＡＩ制度そのものも、若干の改定を加える

中で、農業災害補償法を農業保険法に改めて、昨年、法案が可決され、い

よいよ３１年産品のものから収入保険制度が始まるということになってお

ります。 

         ２段目のところに導入の経過ということで書いてあります。 

         加入については、本年のもう１０月にはもう始まるということで、今言い

ましたように、対象は３１年産品の農作物のものからということになって

ございます。 

         ２つ目の現行農業共済制度の問題点とありますが、１つ目に、まずＮＯＳ

ＡＩは、自然災害による原因でないと対象にならない。さらに、収量減収

が対象であるということでございます。したがいまして、価格低下等のも
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のは対象外であるということでございます。品目ごとに共済は加入してい

ただいておりますし、補償割合も十分でないということで、水稲共済にお

いては７割を補償しておりますし、果樹共済等では最高でも８割を補償し

ておるという現行の制度です。 

         ②ということで、中でも野菜の共済というものはありません。共済は、そ

の対象品目が限定されておりまして、農業経営全体をカバーしていないと

いう問題点がございます。 

         そういった中で、国のほうでは、さらに収益性の高い生産物へのチャレン

ジを容易にしていかなければということのセーフティーネットの中で、農

業者を総合的に対応する収入保険制度を創設するという経緯でございます。 

         下の対象者とありますけれども、加入できる方ですが、青色申告を行って

いる農業者、法人、個人ともですけれども、対象としますとなっておりま

す。 

         これは、申告書類の提示を受けて、加入するときも、補てんするときも、

その書類を提出いただいて算定していくということになります。それで、

過去に青色申告を５年以上行っている方が基本ということになりますけれ

ども、１年でも実績があれば加入できますということになっております。

その場合は、補償限度額が最高の割合を選べないということで、段階的に

引き上げられるということになっております。 

         ２つ目の丸ですけれども、この青色申告を行う農業者を対象にしていると

いうことは、この制度を適正に運営するということが目的であるというこ

とが書いてあります。国費を投入して補てんをしてまいるということで、

適正に制度を運用していきたいということで、そういうことになっておる

ということでごらんいただきたいと思います。 

         次に、２ページに収入対象ということで載っております。 

         農業者がみずから生産している農産物の販売収入全体を対象とします。括

弧で所得ではないということになっております。所得は各個人で左右され

るということがありますので、あくまでもその農産品の販売収入全体を、

その農家全体の販売収入額を補てんしていくということで、ＮＯＳＡＩの

ように、基本的に品目の限定はないということでございます。 

         １つ目の丸のところには、加工品については、原則含めないということに

なっておりますけれども、基本的に税務申告上、加工品でも、販売したと

いう代金に含めて申告しているものについては、対象とできるということ

になっております。 

         ２つ目の丸には、補助金は基本的に販売収入に含めないということですけ

れども、畑作の直接支払交付金、ゲタ払いですかね。面積払い、数量払い、

これについては、販売収入ということで、税務申告の中では一体化とされ

て、収入に含めているので、これは対象とすると。含めた額で考えるとい

うことになっております。 

         対象要因ですけれども、自然災害による収量減少はもちろんのこと、価格

低下なども対象になるということでございます。これはいろいろなケース

が考えられるわけですけれども、出荷先等の事情もありますし、輸出品を
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生産している農家については、為替変動によっても収入が減るという場合

もあります。あと、労働者が病気になってしまったということ、あと農産

品の移動、保管中の事故も対象ということになります。そういったことで、

農業者の努力では避けられないような災害も対象となるということでござ

いますが、ただしということで書いてあります。意図的なつくり捨てや安

く売ってしまうというようなことは対象にならないということでございま

す。 

         補てんの支払われる際には、必ず加入者から、現行のＮＯＳＡＩ制度もそ

うですけれども、被害申告をしていただく義務がありますので、それを受

けて判定してまいるわけですけれども、現行のＮＯＳＡＩ制度のように、

補助ごとだとか、その災害ごとに一々事後確認をすると、評価員さんと一

緒に票読みするとか、収量を吟味して回るというような、そういった作業

は基本的にはありません。 

         下にまいります。 

         補償内容ということでありますが、基準収入というものをまず設定します。

この下の図のところにあります左側に５本棒グラフが並んでいますけれど

も、これは過去５年間の総収入ということでごらんいただきたいと思いま

すが、これの単純５年平均ということで基準収入額というものを設定して

まいります。 

         この「５中５」というのは、現行のＮＯＳＡＩ制度の中では、「５中３」

とか「７中５」とかという一番高いものと低いものを除いた平均とかとい

うのをやっているわけですけれども、この「５中５」というのは、モラル

ハザードを考慮して、そういう算定をしているというふうに考えられてい

ます。 

         あと、２つ目のボッチですが、経営拡大あるいは規模縮小する場合があり

ます。面積をふやしたり、減らしたり、あるいは新たな農産品を追加にな

るという場合には、この基準収入を客観的な資料によって修正して、加入

いただくということになります。 

         補償限度額及び支払率とありますけれども、当年度収入がこの基準収入額

の９割の額を下回った場合に、その下回った額ですね、その９割との差の

額になります。その９割を補てんしますということです。 

         補償限度額や支払率は、複数の割合から農業者が選択できるということに

なっております。 

         補てん方式にありますように、掛け捨て保険方式と掛け捨てとならない積

立方式の２つの組み合わせが基本ということになっております。次のペー

ジで説明しますけれども、掛け捨て部分と積み立て部分ということで、そ

れぞれの割合を選択することが可能となっております。 

         ３ページ、保険料・積立金・補てん金額という枠の中ですけれども、これ

は農家の総収入１，０００万円ということで計算例が載っております。保

険料は、加入していただく初年度は一律の率でいくわけですけれども、加

入後は、保険金の受領が少ない方は段階的に引き下げるということになっ

ておりますし、逆に頻繁にもらっている方、あるいは保険金の額が多い方
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は、逆に率が上がっていくということになります。 

         納めていただく保険料につきましては、掛け捨て部分の保険料は２分の１、

積み立て部分については４分の３の国庫負担がございます。 

         その保険料は、翌年の８月にかけて、最高９回までの分割納入が可能とな

っております。 

         そういったことで、この例題は、掛け捨て部分、積み立て部分、いずれも

最高の補償割合を選択した場合ということでごらんいただきたいと思いま

す。 

         １，０００万円の農家につきましては、納めていただく保険料、２段目に

なりますけれども、保険料７万２，０００円プラス積立金２２万５，００

０円、合計２９万７，０００円という額になる見込みです。これはまだは

っきり料率が決定されてないわけですけれども、恐らく来月か再来月にな

ると国から示されてくるわけですが、これとそれほど変わらないというふ

うなお話をいただいております。 

         このほかに、事務費賦課金ということで、３万円ほど、ここにないわけで

すけれども、追加されるという見込みです。 

         その基準収入の額１，０００万円の農家の方については、その左下の２ペ

ージの下の図にありますように、当年の収入ということでありますけれど

も、この９割を下回った場合の補てん金の額がそこに載っております。 

         収入減少の程度ということで、表の左側ですが、当年の収入が２０％減少

して８００万円の収入があった場合、補てん金が９０万円ということにな

っております。 

         一番下は、仮に収量ゼロ、収穫が全くなかったという場合のケースですが、

補てん金の額が８１０万円となっております。これが最高に補償される金

額ということですので、１，０００万円に対して８１％の補てん率という

ことになります。そういったことでごらんいただきたいと思います。 

         先ほども言いましたけれども、この料率については、まだはっきりと示さ

れてないわけですけれども、今後示された段階で、広報紙、あるいは皆様

方、会議等の中で農家の方にも周知してまいりたいというふうに考えてお

ります。 

         今までも、広報紙の中でもう３回、あるいは各農家へのチラシでも配付し

ていますし、今度、水田営農を実施計画書ですか、あの中にもこういった

収入保険のチラシも入れさせていただいて、周知していきたいというふう

に考えております。 

         ３ページの一番下ですけれども、加入・支払いのスケジュールということ

で載っております。 

         右から２番目の枠の中、平成３１年産という該当の農産品のものから加入

できるということで、その１年前ですね。ことしの１０月には加入の申請

をいただいて、保険料を納めていただくということになります。 

         青色申告につきましては、平成２９年以前の実績をもって加入していただ

くということになりますので、３１年産の収入保険に加入していただく方

については、少なくとも平成２９年には青色申告をしているという方が対
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象となります。補てんをする算定は、翌年の確定申告後ということになり

ます。 

         したがいまして、この確定申告のときに、まだ受け取ってない保険金の予

定額を申告していただくということになるそうです。また、その翌年には、

実際に補てん金を受け取った額との相違は、翌年度の税務申告のときに修

正申告をしていただくということになるそうです。 

         それでは、最後、４ページですが、この収入保険制度は、類似制度と重複

して加入できないということになっております。いわゆる国費を投入して

いる制度を両方から受け取るということはできないということになってお

りますので、どちらかを選択して加入していただくということになります。 

         ２つ目の丸ですけれども、マルキンの対象である肉用牛等ですけれども、

こういった品目は除かれるんですけれども、複合的にほかの農産物も営農

している方は、その品目について収入保険制度に加入することは可能です。 

         まず初めに、現行の農業共済制度ですけれども、これも今後とも存続して

まいりますので、収入保険制度、現在の農業共済制度のどちらかを選択し

てもらうということになりますが、この米印にあります固定資産に対しま

す家畜の牛そのものとか園芸施設共済のハウス等は収入保険では加入でき

ませんので、あくまでも収入保険は農産物の生産額に対して補てんしてい

くということですので、これはもう農業共済に入っていただくしかないと

いうことになります。 

         あと、収入減少影響緩和対策、ナラシですね。あと、野菜の価格安定制度、

加工原料乳生産者経営安定対策等は、どちらかを選択して加入いただくと

いうことになります。 

         最後に、今、青色申告を行っていない方は、青色申告を始めましょうとい

うことで、こういったチラシも過去には配布しておりますけれども、青色

申告特別控除等がありまして、経営の中では非常に税制のメリットがある

ということだそうですので、今のところ収入保険制度は青色申告者を対象

としていますので、今やってない方は、ぜひ青色申告を始めていただけれ

ばということでございます。 

         その際には、始める年の３月１５日までに税務署のほうに申請書を提出し

て、私はことしから青色申告始めますという申し出が必要だそうですので、

ごらんいただきたいと思います。 

         最後に、そこにＮＯＳＡＩの各支所の担当者の名前が載っておりますけれ

ども、詳細については、まだこれから決まっていくことも多いという中で、

個人的なささいな質問でも構いませんので、ここへ問い合わせていただけ

れば、担当者がお答えできるというふうに考えていますので、よろしくお

願いいたします。 

         あと、簡易的なシミュレーションができる、エクセルでシミュレーション

できるという装置等がホームページ上の中で出されております。今言った

類似制度との比較とか、実際の自分の青色申告の実績等を入力してもらう

と、納めていただく保険料だとか補償の内容等、あとその他のシミュレー

ションができるというものがございますので、利用していただければとい
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うふうに思います。 

         あと、資料ではないんですけれども、これに付随して、来年以降、ＮＯＳ

ＡＩ制度そのものが若干制度改正という事項がございます。 

         まず、水稲共済、麦共済ということで、今、一定の面積ある方については、

当然加入制度ということで、加入していただいているわけですが、これが

平成３１年産から廃止されます。ですので、あくまでも水稲共済、麦共済

へ加入する方は、任意で申し出てもらうということになります。 

         それと、今現在、１筆方式ということで加入していただいている方式、あ

るいは果樹共済の中では、３セット方式等ということで、特定危険方式と

言っていますけれども、こういった方式が３４年産から廃止されます。で

すので、水稲共済はちょっとまだ詳細来てないんですけれども、１筆方式

でなくて、全損特例だとか半損特例、あるいは果樹共済は現行の総合共済

に加入していただくということになるんですが、これはいわゆる損害評価

方法の改定です。今現在、損害評価員さんをお願いして、現地へ行って、

一つずつ確認しているという作業のコストを省くということで、方式が廃

止されるということになっております。 

         あと、園芸施設共済では、現在、被覆期間のみの短期加入ということでや

っていますけれども、これも３１年産から廃止になりますし、家畜共済に

ついては、病傷事故、あるいは死廃事故を分離して加入できるということ

になっております。 

         あと、無事戻し制度というのがあります。基本的にＮＯＳＡＩの掛金は掛

け捨てなんですけれども、事故のない方には、３年ごとに掛金の約半分を

限度として無事戻ししていたわけですけれども、これは既に２９年度で廃

止されて、もうなくなったというかわりに、先ほど言いましたけれども、

これからは各農家の危険段階を設定していくということで、共済も収入保

険もそうですけれども、頻繁に事故があって、受け取る額が多い方につい

ては、料率のランク、等級が上がっていくと。逆に、もらわない方は下が

っていくというような意向の料率を設定していくということになっており

ますので、ちょっと追加でお伝えいたしたいと思います。 

         簡単でございますけれども、以上です。 

 

議  長     ただいま収入保険制度の説明の内容があったわけでありますが、私たち農

業委員会に今何か望むことというのはありますか。 

 

太田（長野県農業共済組合中信地域センター） ございません。 

 

議  長     ただいま説明がありましたが、委員の皆さんでこのことに対しまして質問、

意見がありましたら、お願いします。 

         小松委員。 

 

小松委員     すみません、ちょっと無知なもんで申しわけないんですけれども、お聞き

したいんですけれども、保険料の２分の１国が負担しますという、２分の
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１という式は、保険料の中にどの形で入っているか、ちょっとご説明いた

だければありがたいんですけれども。 

 

議  長     お願いします。 

 

太田（長野県農業共済組合中信地域センター） ここで計算式は直接出ていませんけれども、

８１０万円が最高の補てん額になるわけですが、これの掛け捨て部分が９

割ですので、７２０万円という額の１％が保険料７万２，０００円という

ことになります。ですので、実質料率２％ということになりますので、国

庫負担を除いた額が７万２，０００円ということでございますし、積み立

て部分については、これの１割部分の９０万円に対しての２２万５，００

０円ということです。これはちょっと先ほど説明していませんでしたけれ

ども、この二本立てで行くということで、掛け捨て部分の補償割合、積み

立て部分は５％か１０％かどっちかしかないんですが、その補償割合を選

択することができるということになっていますし、例えば積み立て部分は

一切やらずに、掛け捨て部分の保険料だけで加入するということも可能だ

そうです。そういったことで、この積み立て部分の保険料は、何も支払い

がなければ、翌年度に持ち越されていきます。ですので、２年目以降は支

払わなくてもいいという保険料になるそうです。そういったことでよろし

いですかね。 

 

議  長     どうですかね、小松さん。 

 

小松委員     ありがとうございます。 

 

議  長     ほかにどうですかね。 

         上條委員。 

 

上條信委員    積み立てと保険方式、どちらかでも可能と今聞いて、わかりましたんでい

いんですが、積み立て方式の１００万円というか、９０万円に対しての２

２万５，０００円って、これは４分の１ということだと思うんですが、先

ほど話のあった翌年度へ繰り越すってあるんですけれども、例えば入らな

いでやめた場合には返ってくるわけかいね。 

 

太田（長野県農業共済組合中信地域センター） はい。 

 

議  長     いいですか。 

 

上條信委員    返ってくる。 

 

太田（長野県農業共済組合中信地域センター） はい。 
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議  長     いいですか。 

         ほかにどうですか。上條委員。 

 

上條（英）委員  そうすると、９０万円、実際には２２万５，０００円出しているわけです

よね、保険契約者は。７万２，０００円も出しますけれども、例えばやめ

たときには９０万円返ってくるということですよね。そうすると、１年積

んだだけで９０万円戻ってくるの。 

 

太田（長野県農業共済組合中信地域センター） 加入をやめたときには、基本的にはその積み

立て部分というのは返ってくるということになっています。積み立て部分

の９０万円ですよね…… 

 

上條（英）委員  ９０万円じゃない。２２万……ああ、掛けた分ですね。２２万５，０００

円。 

 

議  長     いいですか。 

 

太田（長野県農業共済組合中信地域センター） ２２万５，０００円です。 

 

上條（英）委員  ９０万円じゃない。 

 

太田（長野県農業共済組合中信地域センター） はい。 

 

議  長     ほかにどうですか。 

 

［質問、意見なし］ 

 

議  長     ないようです。 

         本件につきましては、ただいまの説明のとおりであります。ご承知おきを

いただきたいと思います。 

         農業共済組合の皆様、本日は大変お忙しい中でございますが、ご説明いた

だきましてありがとうございました。 

         それでは、次に議案の審議に入りますが、議案第１３６号「平成２９年農

地賃貸借料に関する情報提供について」、事務局の説明をお願いいたしま

す。 

         齋藤係長。 

 

齋藤担当係長   それでは、議案第１３６号、資料で１ページをごらんください。 

         平成２９年農地の賃借料に関する情報提供でございます。毎年この１月の

定例会でご審議していただいているものでございます。 

         １番の趣旨につきましては、農地法及び農業委員会等に関する法律、平成

２９年の１月から１２月までに賃貸借された農地の賃料に関する情報を公
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表をしていくというものでございます。 

         大きい２番の公表する資料につきましては、ページをおめくりいただきま

して、２ページになります。 

         あくまでも１０アール当たりの農地の賃借料の契約を結んだものについて、

うちの農家台帳から収集したものでございますので、ご確認をよろしくお

願いしたいと思います。 

         昨年度と比べて大きな金額の変化はございませんので、よろしくお願いし

ます。 

         情報提供の方法でございます。きょう審議いただきまして、決定しました

ら、松本市のホームページのほうで掲載を考えてございます。あと、希望

者がありましたが、配布、農業委員会の事務局の窓口にも資料を配布でき

るように備えつけていきたいと考えておりますので、よろしくお願いしま

す。 

         法律の根拠につきましては、記載のとおりでございますので、ご確認をお

願いします。 

         以上でございます。 

 

議  長     ただいまの説明に対しまして質問、意見のある方の発言をお願いいたしま

す。 

 

［質問、意見なし］ 

 

議  長     ないようです。 

         ただいまから採決をいたします。 

         本件につきまして、原案のとおり決定いただける方は挙手をお願いをいた

します。 

 

［全員挙手］ 

 

議  長     ありがとうございます。 

         全員賛成ですので、本件は原案のとおり採決、決定されました。ありがと

うございました。 

         続きまして、協議事項に入ります。 

         松本市農林業振興計画の中間見直しについて、農政課の説明をお願いいた

します。 

 

勝山（農政課）  皆さん、こんにちは。農政課計画担当係長の勝山隆浩と申します。どうぞ

よろしくお願いします。 

         それでは、私から協議事項（１）の松本市農林業振興計画の中間見直しに

ついてご説明いたします。 

         申しわけございませんが、座って説明をいたします。失礼します。 

         それでは、資料の３ページをごらんください。 
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         １番の趣旨でございます。 

         農林業の持続的な発展などを目的として、農林業振興に関する基本方針、

各種施策などを定め、平成２５年度に作成しました松本市農林業振興計画

の中間見直しを行いましたので、その内容についてご協議するものです。 

         ２、経過といたしましては、現在の計画ができたのが平成２５年の５月で

す。その後、平成２８年の８月ですけれども、これ、松本市の市全体の計

画になりますけれども、総合計画というものが策定されました。その後、

平成２９年４月に松本市農林業振興条例、こちらのほうを制定しておりま

す。 

         ３番の見直し内容でございます。 

         （１）番としまして、平成２５年度の策定したときには、松本市総合計画

に基づく位置づけとしておりました。先ほど申し上げましたとおり、平成

２９年４月に農林業振興条例が制定されましたので、今回、その条例に基

づく位置づけとして、農林業振興が総合的に実現するようにしました。 

         （２）番といたしましては、国が５年ごとに発行しております農林業セン

サス、農林業に関する統計値でございますけれども、こちらのほうを、現

在の計画だと平成２２年のものが載っているんですが、こちらを平成２７

年度の直近の数値に置きかえました。 

         （３）番としまして、市民アンケートを実施して、松本市産農産物にかか

わる意識調査や現在の計画にある施策に対するもの、これ、重要と思われ

るものは何ですかというような形で施策の確認をいたしました。 

         （４）番といたしまして、これらの統計値やアンケート結果から、目標年

度、これ、平成２５年度から３２年としているんですけれども、平成３２

年度までの各施策の方向性等を確認しております。 

         （５）番として、あわせて、きょうＡ３の横長の資料をお配りしておりま

すけれども、お手元にございますか。こちらとあわせてご確認いただけれ

ばと思いますけれども、この表の左側につきましては、農林業振興計画の

基本施策・８つの柱というものがございます。右側につきましては、その

柱にくっついている個別の施策になります。 

         ５番目の変更点としては、この８つの柱と個別の施策については大きな変

更はございません。ただし、Ａ３の右側のページになるんですけれども、

上から１－１から始まっていますけれども、下のほうに行きますと７とい

う項目があります。７－１が今、「被害防除」となっております。ここの

四角につきましては、現計画では「鳥獣の生息環境管理」というものが別

にありましたけれども、今ある７の１の被害防除と一緒にその生息環境管

理はやっていかなきゃいけないということで、この施策のみをあわせてお

ります。ですので、個別の施策としましては、現計画３６施策から今度の

新しい見直しをした計画では３５施策となっております。 

         主な変更は以上です。 

         それと、もう一つ、今度、Ａ４のホチキスどめの横長の資料がついており

ます。こちらの説明をいたしますけれども、これが見直した内容なんです

けれども、主な内容を示してございます。 
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         字が小さくて大変申しわけございません。ページにすると１００ページ近

くの計画になるもんですから、抜粋をさせていただいています。 

         今回、先ほど申し上げましたけれども、統計値などを差しかえて、さらに

目標値なども見直しております。この横長の表でいきますと、真ん中の左

から基本施策、個別施策、各施策、主な取り組み、主な指標となっており

ますけれども、主な取り組みのところをごらんいただければと思いますけ

れども、例えば１ページの一番上の１－１、農産物の振興の主な取り組み

のところですけれども、今回見直したところ、アンダーラインが引いてご

ざいますけれども、先ほど説明がありました一番下の丸ポツに収入保険制

度の加入促進が入っております。そこから４つ下に行っていただいて、２

－１の担い手農業経営者の育成というところ、これも一番下の４つ目の丸

ポツのところに親元就農者支援制度の検討というものが入っております。

こういうような形で、例えばですけれども、農業委員会の皆様からいただ

いた意見等を反映して、新たな取り組み等を今回盛り込んでおります。 

         それと、一番右になりますけれども、主な指標というところで、現状値を

全て２８年度の数字に置きかえて、今後３２年までの目標値を入れている

という形になっております。 

         資料３ページの５番、今後の予定に戻っていただけますでしょうか。 

         現在、この内容、部内で最終調整をしております。語句の修正等、細かな

ところの今、見直しをかけているんですけれども、今後の予定につきまし

ては、この見直し案に対するパブリックコメントを実施する予定です。 

         （２）番としまして、パブリックコメントの結果を踏まえて、大変申しわ

けございません。ここ、「今年度中」と書いてあるんですけれども、ちょ

っと庁内の手続の都合、パブリックコメントの都合がございまして、恐ら

く５月ぐらいになろうかと思いますので、訂正をしていただければと思い

ます。この結果を踏まえて、新たな計画ということで策定したいというこ

とでございます。 

         以上です。 

 

議  長      これより質疑を行います。 

         ただいまの中間見直し等の説明につきまして、発言のある方の挙手をお願

いをいたします。 

 

［質問、意見なし］ 

 

議  長     ないようであります。 

         ただいまの説明を踏まえて、本件につきましてご承認をいただける方の挙

手をお願いをいたします。 

 

［全員挙手］ 

 

議  長     ありがとうございます。 
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         全員賛成ですので、本件は承認をされました。 

         農業委員会でも、どうか松本市農業振興計画がさらに実効性のある計画と

なるように事務を進めていただきたいと思います。ありがとうございまし

た。 

         次に、協議事項２、２９年度利用意向調査結果に基づく対応について、事

務局の説明をお願いいたします。 

         板花補佐。 

 

板花局長補佐   それでは、４ページからになりますが、２９年度利用意向調査結果に基づ

く対応についてということで説明をいたします。 

         座りまして失礼をさせていただきます。 

         １番、要旨でございます。 

         本年度実施しましたが、農地法の３０条第１項の規定に基づきますところ、

利用状況調査の結果ですが、新たに発生しました再生利用が可能な荒廃農

地、いわゆるＡ分類の関係、それから２号遊休農地、今年度から新たに設

けた区分になりますが、２号遊休農地、これらの所有者等に実施しました

利用意向調査の結果について報告をさせていただきます。そして、今後の

対応について協議をしていただくものでございます。 

         経過につきましては、ごらんのとおりでございまして、７月、８月調査を

行って、１１月から利用意向調査を実施、回答期限は１２月末でございま

した。１月に調査結果を集計したところでございます。 

         ３番目、利用意向調査の結果でございます。 

         調査対象は、件数、つまり人の数にしますと１１５件、筆数では１４６筆、

面積では１２．５ヘクタールでございました。 

         なお、括弧内に記載のとおり、錯誤によりまして、昨年１０月の報告値か

ら若干数字が動いておりますが、ご了承ください。 

         （２）回答状況であります。１月２２日現在の状況ということでお願いし

ます。９５件、１２１筆、１０．８ヘクタールとなっております。筆数で

見ますと、約８３％の回答率となります。 

         委員の皆様には、さまざまな面でご協力をいただき、大変ありがとうござ

いました。 

         今後さらに回収率が上がる可能性がありますが、一たんここで中間報告と

いう形にさせていただきます。 

         回答のあった１２１筆、内訳を言いますと、一番多いのが、上から４つ目

になりますが、みずから管理・耕作という回答で、なから５０％、５９筆

ということでございます。次いで多いのが、農地中間管理機構を利用した

いという回答で、３７筆、比率にしますと３０％ということであります。

詳細については、６ページにまとめてございます。各地区の状況について

は、それぞれ目を通してご確認をいただきたいと思います。 

         さらに詳細なものとしましては、別冊資料ということで、議案と一緒にそ

れぞれの地区のものをお届けしておりますけれども、広げるとＡ３サイズ

になる資料でございますが、平成２９年度の利用意向調査回答状況一覧表
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というような表形式の資料を配付してございます。こちらのリスト、地区

の状況を１筆ごとに明らかにしたリストでございます。それぞれの農地に

ついて、どのような意向が示されているのか、地区別にお渡ししておりま

すので、ご確認いただきたいと存じます。 

         また本冊資料にお戻りいただくわけでございますが、４番目の農地法に基

づく今後の対応でございます。 

         （１）から（５）ということでまとめたとおり、法に沿って手続を進めて

まいりますけれども、５ページの上のところに記載しましたとおり、また

農地中間管理機構と協議すべき旨の勧告というような関係が出てくるわけ

でございますが、これらの前提としまして、農業振興地域内であって、し

かも機構の借り受け基準に適合する農地が、そもそもその勧告対象とされ

ています。機構が借り受けするのは、比較的耕作条件に恵まれた農地であ

りまして、したがってうちがＡ判定をつけている木やササなどが茂ってい

る荒れた農地とか、境界が不明瞭であったり、進入路がないというような

農地、こちらは条件から外れてきてしまいます。結果的に勧告まで至ると

いうことは、現在のところ考えにくい状況になっております。 

         ただ、国の補助事業等の活用の見込みがあって、計画が進んでいて、荒廃

化の解消にめどが立っているような農地は、機構としても積極的に借り入

れていくというスタンスになってございます。 

         ５番、遊休農地解消に向けた取り組みの案になりますが、昨年度と考え方

は同じなんですが、農業委員会は、利用意向調査の結果、表明された所有

者等の意向や地域の営農計画を勘案しながら、必要なあっせんとか、その

他農地の利用関係の調整を行うこととされておりますが、今後、中間管理

事業とか、ＪＡのやっている農地所有者円滑化事業ですか、代理者事業の

利用意向分については、遊休農地の解消につなげられるよう、取り組み可

能なところからお願いしたいということでございます。 

         これについては、現場状況から、機械が入らないとか、傾斜地だとか、狭

い農地だとか、条件が悪くて、明らかに地域の担い手が借りる余地のない

農地は難しいというふうに考えます。 

         ただ、比較的条件に恵まれて、望みがありそうな農地については、地域の

話し合いのテーブルに乗せて、担い手とのマッチングを進めていただくこ

とが肝要かと思います。 

         先ほどご案内させていただきましたとおり、地区の１筆ごとの回答状況を

明らかにしましたＡ３サイズの平成２９年度利用意向調査回答状況一覧表、

それから、イとしまして、利用意向調査の回答結果を地図に落とし込んだ

ものを本日地区に１枚、お１人の委員の席に封筒に要れて配付をしており

ますので、後日また地区内でもご活用いただければという考えで作成した

地区でございますので、よろしくお願いします。 

         （２）として、現場活動の例として、ア、イ、ウということで挙げさせて

いただいております。平成３０年度の作付計画がもう進行しているかと思

いますが、すぐに結果を出すのは難しいということは重々承知しておりま

すので、今後、補助事業などの活用も考えながら、地域内で調整活動、マ
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ッチング活動、可能な範囲で行っていただければというふうに考えており

ます。 

         （３）、最後のところ、参考としまして、３０年度の補助事業の情報を７

ページ以降添付をしております。 

         再生事業は、やはり補助金を活用しないと難しいというふうに思われます。

そのため、地区の将来展望とかグランドデザインをどのように描いていく

かということが最終的には問われてくるわけですが、委員のみならず、地

域全体で戦略的に考えていく必要があるわけでございますが、ただ、手を

加えていけば、比較的条件のよくなる農地はどこの地区にも存在する可能

性がありますので、こういった補助事業導入の可能性についてもご検討い

ただきながら、計画を練っていただくような形でまたお願いしたいという

ことでございます。 

         ７ページ、８ページ、９ページということで、国の事業、市の事業を載せ

てございます。 

         ７ページにつきましては、国の荒廃農地等利活用促進交付金の関係、こち

らはまだ最終決定前でございますが、３０年度の国予算、前年比約７０％

ということになっていまして、１億６，０００万円、すなわち縮小傾向で

あります。 

         市単事業、松本市遊休荒廃農地対策事業は引き続きありますので、９ペー

ジの関係でございますが、またご活用いただければというふうに考えてお

ります。 

         また、本冊資料とは別に、本日農業振興部会で耕地林務課、あと西部農林

課担当者来ていただいて、説明をいただく予定でございますが、農地中間

管理機構との連携が重要になりますけれども、国の耕作条件改善事業の予

算が前年度対比で１２６％の大幅な伸びを示していて、２９８億円あると、

措置されているということでございます。ここら辺もご理解いただければ

というふうに考えております。 

         ということで、意向調査の結果と対応ということで報告をさせていただき

ますので、よろしくお願いいたします。 

 

議  長     ありがとうございました。 

         これより質疑を行います。 

         ただいまの説明について、発言あるいは意見のある方はお願いいたします。 

 

［質問、意見なし］ 

 

議  長     ないようです。 

         本件につきまして、ご承認いただける方の挙手をお願いをいたします。 

 

［全員挙手］ 

 

議  長     ありがとうございます。 
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         全員賛成でありますので、本件は原案のとおり承認されました。 

         続いて、協議事項３、「地域農業を考え、農地利用の最適化を進める長野

県運動」推進要領（案）に対する意見について、事務局の説明をお願いい

たします。 

         板花補佐。 

 

板花局長補佐   引き続き説明をさせていただきます。 

         １０ページからでございますが、こちら、長野県農業会議のほうで推進要

領（案）をつくって、これに対する意見ということで求められたところで

ございます。 

         ２番目のところで、農業会議からの通知ということで、２番目のところ、

別添のとおりということで、１１ページ以降になります。 

         それから、３番目、推進要領（案）に対する検討ということで、議案発送

をしました１月２４日付で依頼をしてございます。委員の皆様からご意見

があれば、協議、集約して、農業会議に出していくということでございま

す。 

         あと、今後の予定のところにも書いてありますけれども、３月中に農業会

議のほうで推進要領を決定して、４月、新年度から取り組みを開始すると

いうスケジュールというふうになっております。 

         その推進要領（案）については、１２ページから１７ページに添付のとお

りでございます。 

         特に、農業委員会の取り組み内容としましては、個々の農業委員会の取り

組み内容は１３ページ以降になります。６の（１）から１６ページの

（７）まで、７つの柱で中身は構成されているということでございます。 

         こちら、見ていきますと、活動の羅針盤となります最適化指針の策定です

ね。最適化指針の策定というのは、新体制に移行した農業委員会において、

速やかに作成に努めるものというふうにされております。うち、まだ旧体

制という中で、最適化指針、まだ策定はしておりませんが、新体制移行後、

また新年度の課題ということで考えていく予定でございます。 

         この最適化指針の策定とか、（２）のところの人・農地プランへの積極的

な関与、あと以降、戸別訪問等による現場活動とか、機構との連携強化、

行政への施策改善意見の提出など、農地利用の最適化を進める際の具体的

な内容が網羅されている内容になってございます。 

         この県農業会議が取りまとめた推進要領（案）に対しまして、ご意見があ

れば、お出しいただきたいと思いますので、よろしくお願いいたします。 

         以上でございます。 

 

議  長     今、農地利用の最適化を進めるいわゆる最適化推進要領に対する説明があ

ったわけでありますが、このことについて、委員の皆さんから意見があり

ましたら、お願いをいたします。 

         私、挨拶の中で、初めにそういうことを言っちゃいけないことを言ったわ

けでありますが、最適化の推進を進めよということで、予算は去年は大体
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７０億円弱、ことしも９０億円くらいの予算を組んであるわけであります

が、成果主義、実績主義というようなことがございまして、これから指針

をまた松本市農業委員会でも決めていくわけでありますが、長野県でも７

０幾つある農業委員会のうち、この最適化交付金を受けるために、なかな

か方策が決まらないというような話が主でございまして、これからどうい

う形で、農業会議にもそういうことを申し入れていかなきゃいけないとい

うふうに思うわけでありますが、今のところ、こういう形で、とにかく全

戸調査、戸別訪問、機構との連携とか、そういった形でいろいろと言われ

ているわけでありますが、現状ではこんなことだというふうな形で理解を

していただければと思いますが、意見がありますか。 

 

［質問、意見なし］ 

 

議  長     ないようです。 

         ただいま出されました、出されなかったな。長野県農業会議に対して、こ

ういう形で報告していくということでご賛成いただける方の挙手をお願い

いたします。 

 

［全員挙手］ 

 

議  長     ありがとうございました。 

         全員賛成でありますので、そのように決定してまいります。 

         続きまして、報告事項に入ります。 

         報告事項１、平成２９年度農業活性化推進研修会の開催について、事務局

の説明をお願いいたします。 

         板花補佐。 

 

板花局長補佐   それでは、１８ページでございます。 

         毎年この時期に松塩筑安曇農業委員会協議会主催で取り組んでいる活性化

推進研修会のご案内でございます。 

         これも議案と一緒に１月２４日付で各委員に通知してございます内容でご

ざいます。 

         日時、２番のところでございますが、２月１６日金曜日でございます。午

後１時半から合同庁舎にて開催ということでございます。 

         ５番目の参加報告でございます。地元の松塩筑安曇の事業でございますの

で、ぜひ全員の参加をお願いしたいということでございますが、参加され

る委員は、出席報告書を本日中にご提出ください。よろしくお願いします。 

         また、会場へはそれぞれお越しいただきたいということでございますし、

遠方から来る方もいますので、乗り合わせできる委員は乗り合わせてお願

いしたいということでございます。 

         研修会の内容については、２０ページ、２１ページのとおりでございます

が、開催要領がついておりますけれども、研修会の次第、６番のところに
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ありますとおり、表彰は１５名予定をされております。２１ページの頭の

３つが松本市の関係でございまして、髙山晴彦様が笹賀の関係、川西栽培

組合が神林の関係、和田担い手生産組合ということで、３つの個人または

団体が表彰対象でございます。 

         事例発表につきましては、上中下西条わなの会というところで事例発表を

行うということでございますので、鳥獣害対策と関連した事例なのかなと

いうふうに考えております。 

         講演につきましては、「ながいもの海外輸出」ということで、帯広のほう

の農協から担当部長をお招きしてご講演をいただくという内容でございま

す。 

         ということで、活性化推進研修会の内容について周知しておきますので、

よろしくお願いいたします。 

 

議  長     ２９年度の農業活性化推進研修会、２月１６日でございますが、松塩筑安

曇の研修会ということで開催をいたします。これに対して質問、意見あり

ましたら、お願いをいたします。 

 

［質問、意見なし］ 

 

議  長     講演の帯広市の農業協同組合の講演があるわけでありますが、非常に長芋

の生産額も、これ、かなり多いということと、輸出に力を入れていると、

実績があるというふうなことでございまして、私ども、昨年、シンポジウ

ムで輸出にかかわるいろいろなシンポジウムを計画したわけでありますが、

その延長といたしまして、輸出して、こういう実績を上げているところを

少し探してくれと言ったら、ここが一番大きな輸出があるということであ

りますので、長芋の非常に山形、朝日、盛んなわけでありますが、実に参

考にしていただきたいと思います。 

         本件につきましては、ただいまの説明のとおりでございますので、どうか

全員の皆さんの出席をお願いいたします。 

         次に、報告事項２、１月農業振興部会における農林部との懇談予定につい

て、事務局の説明をお願いいたします。 

         板花補佐。 

 

板花局長補佐   それでは、２２ページでございます。 

         また農業振興部会で今月の懇談予定について、委員全体のところでご案内

をさせていただくものでございます。 

         １０月の市長懇談会終了後から取り組みを開始しております。１１月は親

元就農の関係をやってきましたし、１２月は農産物の販売促進と。具体的

には、産地のブランド化の現状とか、６次産業化支援事業の補助金をどの

ようにうまく活用したらいいかとか、農政課からご説明いただきながら、

ともに議論をさせていただいたところでございます。 

         １月、今月は、悪条件農地対策を取り上げまして、耕地林務課、そして西
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部農林課の担当者と話し合いが持てればいいかなという考えで進めており

ます。 

         そこにも書いてありますが、農業委員会は、農地中間管理事業を活用して、

担い手へ農地を集積・集約化することが求められているわけでございます。

そこで、農地区画の整理・拡大とか、用排水施設の整備・更新、耕作条件

の改善を進めるための国・県の事業メニューについて、事業の体系、概要、

予算措置、実施要件など、現時点の一般的な情報を提供していただきたい

という考えでございます。 

         用排水路の整備・更新というふうなところでは、農地中間管理機構の重点

区域に指定ということで、今、島内とか内田では重点地区になっているん

ですが、新たにここに来まして、波田地区ですとか今井地区でかん水施設

整備・更新するというような計画に当たって、事業を活用するのに、まず

重点区域にならなきゃいけないというようなところで、計画が動いている、

動き出しているというふうな話も聞いてございます。 

         ということで、土地改良事業との結びつきが重要になってまいりますので、

耕地林務担当者にいろいろと教えていただきたいという趣旨でございます。 

         また、振興部会で研修というか、懇談をするわけでございますが、農地部

会の委員もおられますこの総会の場で何かご意見とかお考えとかご指摘等

ございましたら、意見をちょうだいできればということでございますので、

よろしくお願いします。 

 

議  長     今、補佐の説明のとおりでありますが、この後、振興部会で中間管理事業

に対しましての質疑を行うわけでありますが、５番目のいわゆる農地部会

の委員さんから意見がありましたが、お願いしますということであります

が、農地部会の皆さんで意見ありましたら。 

 

［質問、意見なし］ 

 

議  長     ないようです。 

         本件につきましては、ただいまの説明のとおりでありますので、この後、

農振部会において、このことについて審議をしてまいりたい、いろいろな

質疑をしてまいりたいと思います。よろしくお願いいたします。 

         次に、報告事項３、１２月定例部会報告についてお願いいたします。 

         初めに、上條農地部会長からお願いいたします。 

 

上條（陽）農地部会長 それでは、２３ページをごらんください。 

         １２月の定例農地部会の報告を申し上げます。 

         １２月２７日に開催の農地部会において、議案１０件につきましてそれぞ

れ慎重に審査を行った結果、いずれの案件も許可、承認または決定されま

した。その内容はそれぞれ記載してあるとおりでございますので、よろし

くお願いいたします。 

         また、農地法第４条の許可、承認案件につきましては、１２月２０日に上
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條萬壽登委員及び赤羽隆男委員のお二人がそれぞれ現地を確認しておりま

すので、申し添えます。 

         以上説明申し上げまして、１２月の定例農地部会の報告とさせていただき

ます。 

 

議  長     続いて、農業振興部会の報告をお願いいたします。 

         田中部会長。 

 

田中農業振興部会長  それでは、農業振興部会定例報告を行います。 

         平成２９年１２月２７日開催の農業振興部会の結果について報告いたしま

す。 

         議案第１３５号「平成２９年度第３回青年等就農計画の承認について」審

議し、承認されました。 

         以上です。 

 

議  長     ありがとうございました。 

         本件につきましては、ただいまの報告のとおりでありますので、ご承知お

きをいただきたいと思います。 

         次に、報告事項４、主要会務報告につきましては、資料２４ページ、２５

ページのとおりでありますので、ご参照いただきたいと思います。お願い

します。 

         以上で報告事項は終了いたしました。 

         続きまして、その他の項目に入ります。 

         初めに、松本市農業改良普及センター、西嶋課長補佐、お願いいたします。 

 

西嶋（松本農業改良普及センター） すみません、お疲れさまでございます。 

         私のほうからは、新長野県農業女性チャレンジプラン（案）に対するご意

見を募集しますというのが表になった資料でございます。 

         １月２５日からご意見の募集が始まっていまして、２月１３日まで意見を

募集するということでございます。めくっていただきますと、意見を書く

様式があります。 

         それから、チャレンジプラン（案）の概要ということで、裏表になってい

ますが、詳しくは見ていただければと思いますけれども、県としましては、

それぞれ総合５カ年計画、あるいは農政部の関係ですと、食と農業・農村

振興計画でそれぞれ５カ年計画ということで、今、それぞれ見直しをして

いるところでございます。来年度といいますか、３０年度からこれもスタ

ートがするわけでありますけれども、農村女性チャレンジプランにつきま

しても、今まで５次といいますか、５年ずつ５回ですから、２５年やって

きたわけでありますけれども、それも踏まえながら、６次目というふうな

ことで、３０年から、２２年、西暦で表示してありますけれども、新しい

年号がどうなるかわかりませんのであれですけれども、２０２２年までと

いうことで、５カ年の計画ということでございます。 
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         大きく従来のものと変わったものではございませんけれども、ぜひまたご

意見ございましたら、お寄せいただきたいと、意見の様式をそのままファ

クスいただいても結構ですし、あるいは農政部の農村振興課のホームペー

ジのところにこの様式がありますので、そこからメールをしていただいて

も結構でございます。 

         案の内容につきましては、その農村振興課のホームページから見られるよ

うになっておりますので、まことに申しわけございませんが、詳しくはそ

ちらをごらんいただければというふうに思います。 

         それから、あと気象表ですね、旧測候所といいますか、沢村の昨年のもの

と、それから今井の昨年のもの、それからことしの１月の中旬までのもの

を載せてございますので、参考にしていただければと思います。 

         私のほうからは以上でございます。 

 

議  長     ありがとうございました。 

         続いて、農政課から、未来を担う農業経営者の支援事業についてご説明を

お願いいたします。 

         板花補佐。 

 

板花局長補佐   すみません、今、農政課に連絡をとっているところでございますが、予定、

大分早く進行しておりますので、まず私のほうからちょっと連絡事項があ

りますので、それをつないで、その後農政課のほうから未来を担う農業経

営者支援事業のリニューアルについてご説明をさせていただきたいと思い

ます。 

         まず、私のほうから１点目ですが、農業者年金の加入推進強化期間につい

てでございます。 

         １０月の定例会になりますけれども、お願いしたんですが、１１月から２

月、４カ月間ですね、農業者年金加入推進活動強化期間ということでお願

いをしたところでございます。 

         昨年度と本年度２カ年の強化年度では、本市の進捗状況でございますが、

新規加入者の合計は、現時点で１７名ということで、おかげさまで基金が

示した松本市の目標は達成することはできたわけでございますが、松本市

の独自目標ですね、独自に定めたほうは２２名ということになっておりま

して、まだ５名足りない状況でございます。そこで、より一層の推進活動

をお願いしたいという趣旨でございます。 

         ３月９日までに基金に到着した届け出が本年度の受理対象、受理扱いとな

りますので、２月中には農協のほうへ提出していただけるように進めてい

ただきたいということでございます。 

         推進活動に応じまして、委員に報償費をお支払いしますので、活動を実施

していただいた委員さんは、１０月に配付しましたけれども、活動記録簿

及び実績簿にご記入いただきまして、２月の定例会、来月の定例会に提出

をお願いしたいと思います。これが１点目ですね。農業者年金の関係。 

         それから、２点目でございますが、新体制検討委員会のことでございます。 
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         議案と一緒に通知を同封しております。検討委員の皆様には通知を同封し

ておりますので、ご確認ください。２月１９日月曜日、３時からを予定し

ております。農業委員会室でございます。 

         まだ若干詰めなければいけないことが残っておりまして、役員の体制とか

運営の体制とか、あと現状の委員会体制をどのようにしていくかというよ

うなことですね。推進委員も加わりますので、どんなような形で委員会体

制を組んでいくかというようなことも予定をしております。 

         それから、３点目です。今度、来月の定例会の会場とか駐車場の関係でご

ざいます。 

         ２月２７日火曜日は、こちらの今度Ｍウイングになります。例年Ｍウイン

グでやっていると。市役所内で申告がありますので、会場を確保できない。

また、議会も始まっておりますので、例年Ｍウイングになっているわけで

すが、その駐車場につきましては、先月ご案内したとおりでございますが、

Ｍウイングから若干遠いんですが、松本城大型バス専用駐車場、つまり砂

利指敷きのほうの駐車場ですね。こちらのほうを確保済みでございます。

そこがいっぱいになったら、所定の場所がいっぱいになったら、従来の税

務署の北側、旧地方事務所跡地、そちらの舗装されたほうに駐車をいただ

くわけですが、ただ確定申告とか雪捨て場の関係もありまして、ちょっと

込むかと思われます。 

         ご案内しました駐車券を車のフロントガラスに掲示をしていただくという

ことでお願いします。 

         また、Ｍウイングにも駐車できるわけですが、有料となりますので、よろ

しくお願いします。 

         関連しまして、もうご存じだと思いますけれども、市役所のこの周りの市

役所の駐車場が有料化されております。周辺の民間の駐車場との整合をと

ったという形になりますが、有料化されていると。ただ、市に本当に用事

のある方は無料になります。もちろんですけれども。その際、用時を済ま

せたときに、各課で確認印を、赤い駐車印をその駐車券に押してもらって、

駐車場の管理員から無料化処理をしてもらうことが必要になります。また、

今後、定例会は別としまして、委員会など集まる会議等で市役所に車をと

めた場合、駐車印、確認印を押してもらうことが必要になります。 

         きょうも、新年会ということで、新年会なんですが、新年会に出席されな

い委員とか、お酒を飲まない予定の委員など、車でお越しの場合があろう

かと思います。市役所の駐車場に車をとめた委員がおられましたら、事務

局へ申し出ていただきますと、赤い駐車の判こ、駐車印の判こを押します

ので、申し出ていただきますようお願いします。 

         それで、きょうもそうなんですが、管理員は夜６時まで駐車場の管理員は

常駐していますが、６時過ぎると管理員がいなくなります。懇親会で遅く

なったりすると、もう管理員がいなくなってしまう。その場合、無料化処

理をするのは、市の宿直で無料化処理をしますので、お手数ですが、宿直

まで来ていただいて、宿直で駐車券を出して無料化処理をしてから、駐車

場を出ていただくという形になりますので、ちょっと懇親会等で遅くなる
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場合は、そこら辺も。 

         それで、宿直では、担当課になりますけれども、市役所の庁舎管理を担当

している管財課というセクション、部署があるんですが、管財課で許可を

得ていますと一言宿直に伝えていただくと、処理をしていただけるという

ことでございますので、よろしくお願いいたします。 

         あと、最後、もう一点なんですが、旅行の関係ですね。農業委員親睦旅行

がいよいよ２月ありますけれども、旅行参加者１８名様には、議案と一緒

に旅行の行程表をお送りしたところでございます。 

         委員から、現地の気候についてご質問を受けたところでございますが、沖

縄は最高気温が２０度ぐらいまで上昇する初夏の陽気だということでござ

いますけれども、ただ、帰りに福岡のほうに立ち寄りますので、やはりい

ずれにしても上着とかコートとか、そういったのが必要になろうかと思い

ますので、万全の準備をお願いしたいということでございます。 

         私からは以上でございますが、何かありましたら、旅行の関係も含めまし

て何かありましたら、お願いしたいと思います。 

 

議  長     ただいま補佐から５点について説明があったわけでありますが、委員の皆

様から何かありましたら。 

         柿澤委員。 

 

柿澤委員     駐車券を無料化処理してから、有効時間があるじゃないですか。ずっと一

晩いいわけじゃなくて、何分かで切れちゃうでしょう。ちょっとその話を

しておいたほうがいいと思う。 

 

窪田局長     駐車券の処理の件なんですが、６時を過ぎますと宿直でやってもらいます。

だから、例えばきょう夜、新年会に出られた方で、今、きょう新年会に行

く前に処理しちゃうと、ちょっと時間がずっと何時間もかかっちゃうもん

ですから、新年会終わった後に、すみませんが宿直に寄っていただいて、

無料の処理をしてもらって、普通無料の処理を夜やってもらうという人は、

庁舎から出ていくときにやってもらう人が普通なんですが、今回は委員さ

んが外から入ってきて、宿直でこれやってくださいということなので、ち

ょっともしかしたら何か言われるかもしれませんので、契約管財課で許可

を得ていますと言うと、ガチャって無料の処理をしてくれます。それが終

わったら、速やかに車に戻っていただくという形になりますが、よろしい

でしょうか。そういうことでいいですか。 

 

柿澤委員     何か１５分って聞いていますので…… 

 

窪田局長     そうですか。 

 

柿澤委員     それ以内に出さないと。 
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窪田局長     １５分以内に、じゃよろしくお願いします。 

 

議  長     そういうことですので、よろしくお願いします。 

         河野委員、お願いします。 

 

河野委員     旅行の関係でございますけれども、私はちょっと家庭事情によって、ちょ

っと何日も家をあけられないもんですから、不参加でございますが、１８

名の方が参加されるということで、ちょっと数が少ないもんですから、ご

負担のほうもふえたなという気はいたしております。 

         前回といいますか、前の任期のときも、海外に行ったわけでございますが、

そのときも私もちょっと事情で参加できなくて、一応参加できませんが、

行っていただく委員さん方に、せんべつと言うとちょっとあれなんですが、

幾らかちょっとお返しなしで、気をつけて行ってきてくださいということ

で前回もやりましたんで、今回も同じような方法でやったらどうかなと。 

         金額的には、お返しなしというか、お土産なしでございますので、３，０

００円程度というようなことがいいかなというふうに思いますが、皆さん

にお諮りをしていただきたいと思います。 

 

議  長     今、河野委員から、親睦旅行の出席できない人に対しての提案がございま

したが、どうですかね。お認めいただけますかね。 

         お認めいただけるということで、お願いをしたいと思います。ありがとう

ございました。（拍手） 

         そういう形で事務局でお願いをいたすものでございます。よろしくお願い

いたします。 

         次に、農政課から、未来を担う農業経営者支援事業について説明をお願い

いたします。 

         松村主査、お願いします。 

 

松村（農政課）   農政課担い手担当の松村です。よろしくお願いいたします。また本年も

よろしくお願いいたします。 

         着座にて説明させていただきます。 

         お手元に松本市未来を担う農業経営者支援事業ということで、チラシを配

付させていただきました。 

         本日の説明の趣旨でございますけれども、改めて事業の説明を若干させて

いただきまして、平成２９年度の予算状況のご説明、また３０年度の実は

要望調査を現在かけさせていただいておりまして、その途中経過といいま

すか、状況をご説明させていただき、またちょっと言いにくいところでは

ございますが、２点ほど農業委員の皆様にお願いがございますので、お話

をさせていただきたいと思います。よろしくお願いいたします。 

         まず、事業のほうでございますけれども、実は平成２９年度から新たに設

けました事業となっておりまして、それまでは認定農業者支援事業という

名目の中で、認定農業者の皆様に対する機械補助等の補助事業として成り
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立っておりました。それを２９年度より、新たな考え方の中で、新規事業

として立ち上げた内容になります。 

         目標としましては、地域の担い手としての認定農業者の皆さんの育成と、

女性農業者の育成に主眼を置いた補助事業になっております。 

         目標ですけれども、一応事業の構築上、５年後の事業活用者の皆様を５

０％まで引き上げたいということを目標にさせていただいているのが１点、

もう一点が、女性の認定農業者の皆様を現状の倍の数、今、２８年度末で

３０名ほどですが、６０名、比率にしますと、約１０％超えのところまで

何とか引き上げたいということを目標としました補助事業になってござい

ます。 

         前の事業からの変更点ですけれども、より使いやすくというお話、農業委

員の皆様からもいただいておりましたので、下限面積を実は廃止をさせて

いただいたりとか、あと導入される機械の単価が１００万円以上であった

ものを５０万円以上に変更したり、また最近出てまいりましたけれども、

リース事業といったものも取り込めるような内容になってございます。 

         そんな中、平成２９年度の予算の状況ですけれども、農政課と西部関連、

全松本市域含めまして、当初予算としましては１，５４０万円からスター

トした制度でございましたけれども、年度内に不足額が生じまして、９月

の補正予算において１，１２９万円を議会のほうでお認めいただきまして、

補正後としましては、約３，０００万円弱の執行の中で現在、運用をさせ

ていただいております。 

         こんな中、来年度、平成３０年度の事業要望調査を年末から年始にかけま

して認定農業者の皆様にさせていただきましたところ、まだ３月といいま

すか、議会が始まっておりませんので、正式な発表はできませんけれども、

こちらのほうで想定をしている予算をかなり大幅にオーバーしている状態

になってございます。 

         また、女性の新たな取り組みということで、女性農業者事業ということで

加えさせていただきましたけれども、実は平成２９年度は市内全域４０万

円ほどの予算額ございました。これにつきましては、今年度中に全て執行

される予定になってございますが、平成３０年度の要望ですが、そちらは

また大幅に超えるような要求になってございます。 

         要望をかけさせていただいたのが、認定農業者の皆様に限定しておりまし

たので、今後、女性農業者団体の皆様に向けましても要望調査をかけさせ

ていただきますので、さらなる要望がふえてくるんじゃないかというよう

な状況でございます。 

         こんな中で、農業委員の皆様に２つほどお願いということなんですが、市

の体制としましては、今年度も備えましたけれども、予算がないのででき

ないということではなくて、必要な予算につきましては、さらなる予算を

お願いしまして、お認めいただきながら続けていきたいと。目標達成が、

事業目標が活用者の５０％ということです。なるべく早く事業執行ができ

るように、農家の方に事業を届けたいということがありますので、そうい

ったことも含めまして、地域の皆様から事業要望等のご相談がありました
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ら、ぜひこちらのほうにおつなぎをいただきまして、なるべく早急な対応

ができるような体制をしいてまいりたいと思いますので、よろしくお願い

します。これが１点目のお願いです。 

         もう一つ、最後に、ちょっとこれが非常に言いにくいお願いなんですけれ

ども、先ほど女性認定農業者の育成のためにということでお願いをしたと

ころなんですが、女性の認定農業者になっていただく方をぜひ育成をさせ

ていただきたいといいますか、ご紹介とか、いろいろあると思いますが、

お願いしたいということの中で、ぜひ委員の皆様におかれましても、認定

農業者にまずおなりいただくというお願いを１点目として述べさせていた

だきまして、その上で、ぜひご家族がおられる場合につきましては、家族

経営協定を締結いただきまして、その後に忘れずに共同申請という制度が

ございますので、例えば委員の皆様と奥様と共同で認定農業者になってい

ただく、だんな様と一緒に認定農業者になっていただくというところの手

続までぜひ進めていただきたいということが２つ目の最後のお願いでござ

います。 

         私の隣におりますけれども、担い手担当の大塚、担当させていただいてお

ります。今後、個別に申請の相談に上がりたい部分もございますので、ぜ

ひ前向きなご検討をよろしくお願いいたします。 

         以上です。 

 

議  長     ありがとうございました。 

         ただいま農政課から説明があったわけでありますが、女性の認定農業者、

あるいはまた家族協定等々のお願いがあったわけですが、よろしくお願い

いたしたいと思います。ありがとうございました。 

         その他でございますが、委員の皆様から何かありましたら、お願いをした

いと思います。 

         田中部会長。 

 

田中委員     すみません、先ほどちょっとやればよかったんですけれども、報告事項の

３の振興部会のこの後の農林部との懇談会の件なんですけれども、どうし

ても合理化事業から中間管理機構へ移行するには、基本的というか、原則

的には各ＪＡの農業課の方が窓口になっていらっしゃるんですけれども、

ここにそれぞれＪＡの代表の方もいらっしゃいますし、その方たちがそう

いう導きといいますか、サポートしていただければ結構なんですけれども、

今、各ＪＡの現状等、どういう対応をとられているかということと、それ

と上條委員さんとはちょっと改良区のほうの、前回、若干ちょっとお話し

した経過もあるんですが、改良区との農地中間管理機構の関係というか、

その辺ちょっと後刻の会議の中でちょっと参考にしたいと思いますので、

その辺、ちょっとご意見を伺えればと思います。 

         それと、追伸ですが、先ほど松村さんがおっしゃったこの事業に私も手を

挙げております。これは余分です。 
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議  長     ありがとうございました。そういうことであります。 

         その他でございまして、先般、代理が、今の関係があるわけでありますが、

女性の東京の大会に１１日、全国農業委員女性協議会の理事会、大会、総

会がございましたので、ちょっとその報告をお願いをいたします。 

 

古沢委員     農政課の皆さん、よろしくお願いいたします。 

         １月１０日と１１日に全国農業委員会女性協議会理事会と総会が四谷の主

婦会館で行われました。それの内容につきましては、女性委員の登用の促

進、また最適化推進委員の業務内容、これからの役割分担等について協議

されました。 

         そのときに出されたことなんですが、今、会議所のほうからの補助金をい

ただきまして協議会が運営されております。ですが、資金がとても足りな

いということで、私ども農業委員、女性農業委員のほうが個人的に会費を

支出したらどうかという案が出まして、それが決定されました。個人で出

資するお金はそう大したことはないんですが、その出場所をどこように考

えていくかということをこれから県のほうとの協議の上、支出させていた

だきますので、私ども女性農業委員は全て、全員が、少しずつですがお金

を出し合って、この協議会の発展のために努力していこうという話し合い

がされましたので、今後ともよろしくお願いいたします。 

 

議  長     ありがとうございました。 

         ほかに委員の皆さんからありましたら。 

         上内委員。 

 

上内委員     ちょっとお願いなんですが、実は市民農園は、もう現状、２８しかないわ

けなんですよね。目標というのも、やっぱり２８しかふやさない方針だと。

実際に我々の近くの今まで借りていたところも、構造改善でできなくなっ

たから、どこかあいているようなところないか。結構、ちょこっとでいい

から、市民農園的なものをふやしていただいて、借りたいという人、結構

多いんですよね。ところが、市としては、果たしてそういう方向でいるの

か。皆さんは、できたらふやしていただくような方向はないかというのが

ちょっと質問です。 

 

議  長     いいですか。どうぞ。 

 

松村（農政課）  農政課の松村ですけれども、ちょっと権限者ではありませんので、若干、

担い手担当のほうで市民農園管轄させていただいておりますので、状況だ

け説明させていただきますが、市内全域に市民農園多数ありますけれども、

現状、利用率としましては、１００％ではないんですけれども、ほぼほぼ

定員を使っていただいている状況になります。 

         ほとんど埋まっている農園につきましては、一般的な体験市民農園と言わ

れる農園になっておりまして、大体年間２，０００円ほどの利用料の中で
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管理をしていると。あと、少しあいているところは、いわゆる指導者つき

高齢者向けと言ったらちょっと失礼なんですが、そういった農園も一部あ

りまして、そういったところと、あとキャンプ場つきの農園がございます

が、そちらのほうが少しあいている状況にはなっております。その有効利

用につきましては、内部でも非常に検討しているところですが、状況とし

ては、ほとんど埋まっているんだけれども、まだ全ては埋まっていないよ

うな状況ではあるということが１つです。 

         方針というところ、難しいところですが、市としては、農地取得といいま

すか、借りるのに当たっての下限面積の緩和策ということで、昨年度実施

をさせて、一定の申請をいただければ、届け出をいただければ、誰でも農

家にある程度なれて、その上で農地が借りられると、小さな面積が借りら

れると、そういう方針に少し変わってきた経過がございますので、誰でも

農業に携われるような状況にはなりつつあるということが一定の方向です。 

         今の市民農園というのは、実際は市が所有者の方から借り受けて、それを

借りていただく。間に市が入って、市が管理をしているという状況なんで

すね。この農園方式で今実際行っている内部の方向性としては、今の量が

限界ではないかということは内部で話はしております。 

         もう一点、ご紹介させていただいているのは、農園利用方式による農園を

市民農園的な利用を進めさせていただきまして、所有者の方ができないと

いうことを前提とするのではなくて、その農業者の経営の中で、一緒にレ

クリエーション的にやっていただくと。それにはいろいろな許可的なもの

がありませんので、そちらのほうを今、ご紹介はさせていただいているの

が現状になります。そうすると、いろいろなくくりが出ませんので、進め

ていきたいというふうに考えております。 

         以上です。 

 

議  長     上内委員。 

 

上内委員     里山辺の郵便局の一帯が、今年度から、やっと多分、農政課へ連絡あった

と思いますが、民間で道路をつくって開発すると。その一部に実は市民農

園が入っています。私が借りているその下が市民農園なんですが、その人

たちも今までずっとことしできるのかわからなくて、やっと回答が来て、

ことしいっぱいは作物つくっていいと。ただ、来年からはもうわからない

よという形で、多分そこも道路ができれば宅地になっちゃうというような

気もするもんですから、ほかのところを借りていた方々が僕のところへ来

て、何とかどこかあいていないかと言って、もう３人ぐらい来ていますよ。 

         僕も、借りているところまた貸せというのは余りよくないんですが、やむ

を得ず、やっぱりたとえ少しでも農業をやりたいという人がいるものです

から、そういう形で貸せるんですが、当然来年以降は１つ減るもんですか

ら、その点は、これから農政課でまた、もしもう数減らすか、また新しく

どこか探していただくとか、そんなような方法で、農業をやりたい人がい

れば、個人で貸せるのは簡単なんですが、そういう方法ももしあったら、
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考慮を願いたいと、そんな形です。よろしくお願いします。 

 

議  長     ありがとうございました。 

         今、松村主査が言われましたように、農業委員会が去年下限面積を下げて、

そして農家になってもらって、たとえ１畝でも２畝でも農業に参加しても

らいたい、参入してもらいたいというふうなことでありますが、なかなか

これがですね、農業委員の皆さんもどうも徹底できていないようでありま

して、このことを基本的にやっていただければ、荒廃地の解消にもつなが

りますし、どうかその辺を行政任せじゃなくて、できるわけですから、農

業委員が認めれば、そこで農家、１畝でも２畝でもできるわけですから、

その辺のところをどうかご理解いただいて、進めてほしいなと思います。 

         ほかにありますか、何か。 

 

［質問、意見なし］ 

 

議  長     ちょっと私のほうからですが、これから農地部会でいわゆる営農型太陽光

発電に関する議案が出てまいりまして、梓川のコケですか。コケを栽培し

て、その上に太陽光をというような計画が出ているわけでありますが、今、

これから常任会議がまた２月１０日にありまして、もし松本で認めていた

だければ、そこでも相当な説明をしなければいけないし、また常任会議、

１５日にあるわけでありますが、そこにも議案の説明を、松本市の農業委

員会が出てもらうか、それとも事務局が誰か出ていって、この内容につい

て説明をしていただかなければいけないわけでありますが、初めちょっと

心配したところでありますが、大分計画している人も計画性もあるし、し

っかりしたような内容であるようなわけでございますが、ただ、かつて営

農型太陽光として、長野県下でそこそこ許可になってやっているところも、

しっかりしているところもあるわけでありますが、ワラビの栽培をしてい

るところも、雑草でいっぱいとか、それから諏訪で計画されましたアシタ

バも、なかなかまだ手がつかないというような状況ですし、それから豊丘

村で計画いたしました朝鮮人参のあれも、まだそんな生産する段階には至

ってないわけでありますが、ただ、県の人とこの間もちょっと話をいたし

ましたが、生産の２割減ならいいという３年後の見直しで、そういう形で

許可してきたわけですが、じゃ生産に至ってない場合はどうするんだとい

うふうに聞きましたら、例えば梓川でやっている野ブキのように、根がそ

こに残っていればいいというようなことをまた行政、Ｑ＆Ａで言い出して

いるわけですね。１回許可しちゃうと、なかなかこれ、いろいろなところ、

訴訟の問題もあって、行政はこれ、撤去しろと言うわけになかなかいかな

いわけですので、どうかこのことはそれぞれ農地部会でも、松本の農地部

会でも、それぞれ意見を出してもらって、賛成してくれるか、これをどう

するかよくわかりませんけれども、議論をうんとしっかりして、松本市と

しては、これはこれでお認めいただいたというふうな形で、常任会議と、

それから常設委員会でお話をしてまいりたいと思いますので、よろしくお
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願いいたします。 

         以上で本日用意いたしました議案は全て終了いたしました。 

         ただいまをもちまして議長を退任させていただきます。ご協力ありがとう

ございました。 

 

16 閉  会 

 

 

  以上この議事録が正確であることを証します。 

 

              松本市農業委員会 

 

          農業委員会会長                         

 

          議事録署名人 １１番                      

 

          議事録署名人 １２番                      
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平成３０年１月 松本市農業委員会 農地部会 議事録 

 

１ 日  時    平成３０年１月３１日（水）午後３時３５分から午後５時１０分 

 

２ 場  所    第２委員会室 

 

３ 出席委員    ２０人 １番 森田 大樹 

              ２番 青木 秀夫 

              ３番 上條萬壽登 

              ４番 赤羽 隆男 

              ５番 上條 陽一 

              ６番 上條英一郎 

              ７番 塩原  忠 

              ８番 太田 辰男 

              ９番 柿澤  潔 

             １０番 岡村 時則 

             １１番 伊藤 修平 

             １２番 上條  信 

             １３番 百瀬 道雄 

             １４番 菅野 訓芳 

             １５番 上條信太郎 

             １６番 小沢 和子 

             １７番 古沢 明子 

             １８番 栁澤 元吉 

             １９番 丸山 敏郎 

             ２０番 赤羽 米子 

 

４ 欠席委員    なし 

 

５ 部会長挨拶   上條陽一農地部会長 

 

６ 会議の成立   農業委員会等に関する法律第２２条第４項で準用する第２１条第３項に 

          より成立 

 

７ 議長就任    松本市農業委員会部会規則第３条により上條陽一農地部会長が議長に就 

          任 

 

８ 議事録署名委員の指名及び書記の任命 

          〔議事録署名委員〕 ２０番 赤羽 米子 委員 

                     １番 森田 大樹 委員 

          〔書記〕農業委員会事務局係長 齋藤 信幸 
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９ 議  事 

 （１）議  案 

  （ア）農地法第３条の規定による許可申請許可の件 

      議案第１３７号～１３８号 

  （イ）農地法第４条の規定による許可申請承認の件 

      議案第１３９号～１４１号（※第１３９号取下げ） 

  （ウ）農地法第５条の規定による許可申請承認の件 

      議案第１４２号～１４６号（※第８６号取下げ） 

  （エ）相続税の納税猶予の適格者証明願承認の件 

      議案第１４７号 

  （オ）引き続き農業経営を行っている旨の証明願承認の件 

      議案第１４８号～１５１号 

  （カ）農用地利用集積計画の決定の件 

      議案第１５２号～第１５４号 

  （キ）農用地利用配分計画案の承認の件 

      議案第１５５号 

 

 （２）報告事項 

  （ア）非農地証明の交付状況の件 

  （イ）農地法第１８条第６項の規定による合意解約通知の件 

  （ウ）公共事業の施行に伴う届出の件 

  （エ）競売（公売）農地に係る買受適格者証明の交付状況の件 

  （オ）農地法第３条の３第１項の規定による届出の件 

  （カ）農地法第４条の規定による届出の件 

  （キ）農地法第５条の規定による届出の件 

 

10 出席職員 農業委員会事務局     局長補佐 板花 賢治 

          〃         係  長 齋藤 信幸 

          〃         主  査 長田由紀子 

          〃           〃  大内 直樹 

          〃         技  師 阪本 考司 

       農林部農政課 担い手担当 主  査 松村 豪治 

          〃         主  事 川嶋  遥 

 

11 会議の概要 

議  長     それでは、議事に入ります。 

         議案番号第１３７号から１３８号、農地法第３条の規定による許可申請許

可の件、２件につきまして上程いたします。 

         それでは、事務局から一括説明を求めます。 

         大内主査、お願いいたします。 

 

大内主査     お願いします。 
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         それでは、議案書の２ページをごらんください。 

         農地法第３条の規定による許可申請の件です。 

         議案番号第１３７号、安曇野市穂高にお住まいの○○○○さんが所有しま

す島立○○○○―○○、地目、台帳、現況ともに田、１筆、３３平米を島

立にお住まいの○○○○さん、○○○○さんが農地の一体利用のため、贈

与により許可後、所有権移転をするものです。 

         なお、この件ですが、島立の下限面積は４０アール、４，０００平米です

が、今回の議案は下限面積制限の例外となっております。農地法施行令第

２条第３項に、位置等から自己所有の隣接農地と一体として利用すべき土

地の所有権を取得する場合、下限面積の例外として許可することができる

と書かれております。今回の農地につきましては、○○さん、○○さんの

農地の隣接農地となっていること、また周辺で市道の改良工事が進められ

ており、改良後はほかの人の利用が難しいことから、一体利用として利用

しなければ困難と認められるものです。このため、下限面積の例外として

第３条の申請を受理したものです。 

         続きまして、議案番号第１３８号、今井にお住まいの○○○○さんが所有

します今井○○○○－○－○、地目、台帳、現況ともに畑、１筆、１５２

平米を同じく今井にお住まいの○○○○さんが農地保全のため、売買によ

り許可後、所有権移転をするものです。こちらの件につきましては、許可

要件を全て満たしていることもあわせて申し上げます。 

         以上２件です。よろしくお願いします。 

 

議  長     それでは、最初に議案番号第１３７号について、地元の委員さんの意見を

お願いしますということで、島立でございますので、上條信委員さん、お

願いいたします。 

 

上條信委員    今、事務局から説明のあったとおりでありますが、ご案内のとおり、○○

○○のほうを南へ真っ直ぐ突っ切る道が今、工事して空いているわけで、

ありますけれども、その工事によってつぶれ地になって、残地として残っ

ているのがこの３３平米。その土地が○○さんの住宅の隣ですもんですか

ら、言われたとおり、ほかにやりようがないということで、今回はお認め

願いたいと思います。 

 

議  長     それでは、他の委員さんで本件につきまして質問、ご意見等がありました

ら、お願いいたします。 

 

［質問、意見なし］ 

 

議  長     それでは、ご意見等がないようでございますので、集約したいと思います。 

         議案番号第１３７号について、原案どおり許可することに賛成の方の挙手

を求めます。 
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［全員挙手］ 

 

議  長     全員賛成ということで、本件は原案どおり承認するものと決定いたします。 

         続きまして、議案番号第１３８号でございます。今井でございます。上條

委員さん、地元の意見をお願いいたします。 

 

上條（英）委員  譲渡人の○○○○さん、高齢でございまして、もうほとんど農業はできな

いというふうな状況下で、すぐ近所の○○○○さん、この方は○○をやめ

て、それから農業をやっているわけなんですが、その人に買ってくれとい

うようなことで話を持っていきまして、○○さんとしても、隣すぐ、この

畑自体も○○さんの自宅から徒歩１分か２分ぐらいの場所でして、じゃそ

ういうことならやむを得なく買いましょうというようなことで、売買が成

立したということでございます。 

         こんなことで、○○さんがつくれない分、○○さんがきちっと畑として管

理するということでございますので、申請どおり許可したいと思います。 

         以上です。 

 

議  長     それでは、他の委員さんで本件につきまして質問、ご意見等がありました

ら、お願いいたします。 

 

［質問、意見なし］ 

 

議  長     ないようでございますので、集約したいと思います。 

         議案番号第１３８号につきまして、原案どおり許可することに賛成の方の

挙手をお願いいたします。 

 

［全員挙手］ 

 

議  長     全員賛成ということで、本件は原案どおり承認するものと決定いたします。 

         それでは、続きまして議案番号第１３９号から１４１号、農地法第４条の

規定による許可申請承認の件、３件につきまして上程いたします。 

         なお、議案番号第１３９号につきましては、取り下げ議案となりますので、

詳細につきましては事務局から説明をいただきます。 

         また、議案番号第１４１号は、農地法第５条の規定による議案第１４６号

と関連がございますので、関連する案件、１４６号も含めて説明及び質問

等をお願いし、議案番号第１４６号は後ほど集約のみ行いますので、ご了

承を願いたいと思います。 

         それでは、事務局から一括説明を求めます。 

         阪本技師、長田主査、お願いいたします。 

 

阪本技師     議案１３９号につきまして、取り下げの説明をさせていただきます。 

         この１３９号ですが、農振の除外からの申請でございまして、農振の地区
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審のときに、農地上の物を撤去すると確約をいただいたんですけれども、

先日委員さんと確認しましたところ、農業用機械が置いてありました、撤

去を３０日の期限としていたんですけれども、期限に間に合わないという

ことで、代理人から取り下げをしたいと連絡がありまして、取り下げに至

ったものでございます。撤去次第、来月以降申請が出てくると思いますの

で、そのときにはよろしくお願いいたします。 

 

長田主査     続きまして、議案番号１４０号の説明に入ります。もう一部お送りしまし

た松本市梓川倭における営農型設備の概要案、こちらのほうとあわせての

説明になりますので、お願いをしたいと思います。 

         それでは、説明をさせていただきます。 

         議案番号１４０号、梓川倭にお住まいの○○○○さんが所有します梓川倭

○○○○、地目、台帳、現況ともに田、３，２０４．５９平米のうち１．

１９平米外１筆、合計２．０５平米に営農型太陽光発電施設を新設する一

時転用の申請です。一時転用期間は許可日より３年間です。経営者は○○

○○さん、経営面積は６，２９８．５９平米です。農振農用地で、農政課

と協議済みです。 

         続きまして、こちらのほうの概要について説明をさせていただきたいと思

います。別冊資料をごらんください。 

         こちらの資料は、松本市農業委員会として地区審議会及び常設審議会のほ

うに提出する予定の資料となります。この場で内容についてご協議いただ

きまして、必要とあれば修正し、承認いただきましたものを県に提出した

いと思います。 

         まず、上の部分の申請地の概要等は、前回も説明していますので、省かせ

ていただきまして、上から５項目、申請事由につきましてです。申請者が

高齢となり、稲作が困難となったため、軽作業かつ安定的な所得の確保、

土地の有効活用等を図る観点から、作物をハイゴケに転換し、上部に太陽

光発電施設を設置する。 

         次に、農業委員会の意見としてですけれども、ハイゴケの栽培方法等、こ

ちらのほうで確認をさせていただき、申請者の状況等を伺いました結果、

パネルの支柱等を使い遮光環境を整えたり、あるいは栽培指導者がきちん

といて、販売先等も確保していることが確認できましたため、このような

内容にさせていただきました。読ませていただきます。 

         ハイゴケ栽培は、半日半陰性の植物であり、既に苗箱にふたをする形で遮

光し、当該地で栽培を行っている。太陽光パネルを活用した遮光は、栽培

に適した環境づくりが期待できる。また、申請者は２年間研修を受けてお

り、栽培指導、技術指導を受けられること、販路の確保も既にできている

ため、営農の定着が期待できる。 

         続きまして、２、審査の概要です。 

         この審査は、平成２８年４月に改正通知されました「営農型太陽光発電設

備などについての転用許可制度の取り扱いについて」に従って確認したも

のとなります。 
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         審査項目につきましては、左記載のとおりになります。 

         申請内容は、○○さんから提出された申請書類に基づき掲載しています。

これに対しまして、松本市農業委員会の判断として記載しましたのが、一

番右側の列になりますので、ご確認いただきたいと思います。 

         まず、営農の適切な継続ということですけれども、日照量が減少しても、

下部農地における単収が２割以上減少しないということの確認をするもの

です。 

         太陽光パネル、遮光ネット、ふたの利用により栽培に適した２万ルクス以

下に抑える調整ができることを提出データにて確認をしております。 

         現在の栽培状況につきまして、不良率というのが、実際地区、ほかの地区

では、全体のケースに比べて２割ほど生育不良が発生するようですけれど

も、こちらの○○さんのところは、今までの栽培状況では１割程度にとど

まっているというような提出資料をいただいております。 

         続きまして、栽培作物の転換状況です。 

         こちらは、点間前の作物より所得が減らないことというのが条件となって

おりまして、こちらにつきましては、まずこの水田所得の数字ですけれど

も、農林水産省発行の農業経営統計調査、平成２７年個別経営の営農類型

別経営統計から試算された数字となっております。実際の○○さんの収入

につきましては、ここ３年間貸し付けを行っていたため、収入がありませ

んので、減少することはないと判断できます。 

         次のページをごらんください。 

         支柱の構造、最小限の面積、それから空間の確保、あと下に行きまして、

撤去に必要な資力、信用等、それから電力連携契約の見込みにつきまして

は、それぞれ提出いただきました書類のほうで確認をさせていただいてお

ります。 

         また、真ん中の周辺農地への支障につきましては、前回、農業委員の皆さ

んにも提示させていただきましたけれども、緩衝帯を設けることで、周辺

農地へのパネルによる日照の影響は軽微であると考えられる。パネルの角

度及び高さから反射光などによる影響も少ないと判断できる。農薬・肥料

などの使用もないため、周辺への影響もないということで判断をさせてい

ただきました。 

         前回、上條萬壽登委員さんから、日影が出てくるのではないかということ

でご指摘をいただきまして、これに対しまして、５月１５日ごろから冬至

までの松本周辺の太陽の高度、方位などから影の長さのほうをざっと計算

をしましたところ、おおむね８時ごろから４時ごろまでは周辺のほうの民

地に影が伸びることがないことが確認できております。それ以外のところ

につきましても、限定的で、ずっと同じ場所が日影になることはありませ

んので、ほとんど影響ないように思われます。 

         あと、添付資料ですけれども、位置図、それから規定に基づいて出されま

した営農計画書、それから営農の状況がわかるような営農計画の概要、生

育環境の立面図、平面図、配置図及び販売計画で、最後に太陽光パネルの

配置につきましてつけさせていただきたいと思います。 
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         以上で営農型太陽光発電設備に係る概要となります。 

 

阪本技師     続きまして、議案番号１４１号と農地法５条の規定による許可申請承認の

件、第１４６号につきましては、同時申請案件ですので、あわせてご説明

いたします。 

         ○○さんと○○さんの共有名義で所有します波田○○○○－○に一般住宅

の新築をするための一連の申請でございます。 

         議案番号１４１号、山形村にお住まいの○○○○さんが持ち分２分の１を

所有します波田○○○○－○、地目、台帳・田、現況・畑、４１３平米に

一般住宅を新築する申請です。都計法第２９条許可申請中です。白地の農

地です。農地区分につきましては、アルピコ交通上高地線波田駅から５０

０メートル以内に位置しており、第２種農地に該当します。立地基準は農

地法第５条第２項２、位置的代替性がない場合に該当しますので、問題な

いと考えます。 

         あわせて５ページをごらんください。 

         議案番号１４６号、波田にお住まいの○○○○さんが持ち分２分の１を所

有します波田○○○○－○、地目、台帳・田、現況・畑、４１３平米に一

般住宅を新築する申請です。使用貸借権の設定を行います。都計法第２９

条許可申請中です。農地区分は、先ほどの説明のとおりです。 

         なお、４条各案件につきましては、転用目的を達成するための確実性や周

辺の営農に支障を及ぼすおそれがないことなど、一般基準の各要件を満た

していると判断しております。 

         以上、２件、３筆、４１５．２５平米になります。よろしくお願いいたし

ます。 

 

議  長     それでは、議案番号１３９号につきましては、先ほど事務局説明のとおり

でございます。取り下げとなりましたものですから、１４０号から審査を

していきたいと思います。 

         それでは、議案番号第１４０号でございますが、地元の委員さんの意見と

いうことで、それでは梓川でございます。古沢代理のほうからお願いいた

します。 

 

古沢委員     今月２６日に丸山委員と一緒に現地を確認してまいりました。今度申請し

ていらっしゃる○○さんですが、今度、本格的にやるのは○○さんだと言

われたんですけれども、その○○さんに関しましては、以前笹賀に住んで

いまして、商社に勤めていました。それで、今度高齢になったので、こち

らに、来て、太陽光を利用しながらコケ栽培をするというお話だそうです。 

         それで、○○さんと○○さん、ご夫婦ですが、このコケ栽培にとても意欲

的であって、もう既にいろいろな方面で実験というか、作付の方法を考え

ているそうですが、それで、これ、夏場の遮光にはとても有効的で、太陽

光の下でやれば日影ができていいなと思いまして、今の時期のこの冬場に

コケがどうなるのか、そのしみ上がりとかどうかはちょっと心配でしたの
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で、それをお聞きしましたら、今、写真にありますように、ブルーシート

で囲って、下は白いビニールで囲いをされております。それで、手前のほ

うには寒冷紗をかけたものと、それと普通のマットみたいなものをかけた

ものが二通り用意してありまして、寒冷紗のほうは、やはりしみ上がって

いました。それは一応、しみが解けたときに押さえて、もとを直すようで

す。 

         それで、今、事務局で持っている写真が出荷するときの状態だそうです。

今、冬眠状態であって、しみが解けましたら、元気が出て、活性化される

という状態になっていました。 

         それで、今までは太陽光でしたら、営農型といっても、売電が目的で、全

てそれを設置してしまえばこっちのものだというような考えが多かったと

思われますが、これは太陽光を利用して、なおかつコケ栽培にもとても意

欲的であって、このお二人からお話を聞きましたが、今まで常任会議でも

いろいろお聞きしましたが、そういうものとは全く違って、自分としてき

ちんとした方向性もできていますし、やる気も十分であって、これはとて

もすばらしい発想ではないかと思います。 

         皆さんがこれを大きく広げていって、コケばっかりつくっちゃうかなと思

うんですが、前向きな姿勢であり、今後これはぜひ成功していただきたい

なと思った案件でございます。よろしくお願いいたします。 

 

議  長     それでは、続きまして現地調査をしていただきました委員さん、丸山敏郎

委員、お願いします。 

 

丸山委員     今、古沢代理が申されたとおり、目的は遮光ということであって、売電と

かそういうこと以外に、大変熱心にコケのことを勉強していたご夫婦でご

ざいまして、ぜひとも認めてやって、なおかつこれが成功してもらうよう

に努力してくださいと言ったら、頑張りますと言っていましたんで、認め

てあげたい。いいかと思いますので、よろしくお願いします。 

 

議  長     はい、どうぞ。 

 

古沢委員     それから、これからはこういう営農型のソーラーのパネルの設置が各方面

で申請が出てくると思いますが、申請するに当たっては、事前に相談を受

ける窓口をつくっていただきたいのと、進行中に、何年かの間に継続して

いくわけですが、途中で行き詰ったときには、きちんと相談を受けるよう

な窓口をつくっていただいて、ぜひそれが成功していただくような方向に

持っていけるような状態にしていったらいいかなと思っておりますが、今

後よろしくお願いいたします。 

 

議  長     それでは、他の委員さんで、本件につきまして質問、ご意見等がありまし

たら、お願いいたします。 

         ちょっと私のほうから、１点ほどひっかかるのは、一時転用で、３年間と
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いう期限がここに書いてありますが、成功してずっと続けてもらえれば、

それにこしたことはないですが、もしもの場合には、これ、ちゃんと撤去

して、もとどおりにしてもらえるか、ちょっとこの辺が疑問だけれども、

どうだい。 

 

長田主査     この営農型太陽光の条件というのは、目的どおり達成できなければ、場合

によっては撤去をする。または、更新のときに、営農型と認められなかっ

た場合には撤去をすることが条件となっております。そういったところか

ら、この申請をするに当たりましては、撤去費用の資力もきちんとあるか

どうかを確認するというようなことになっております。 

         ただ、現実的に、本当にそういうふうにやっている事例があるかどうかと

言われると、営農型太陽光が着目されたのがまだ日が浅く、具体的にそう

いう事例はありませんので、正直何とも言えないです。 

         ただ、いずれにしても、条件が整わなかった場合には、撤去を求めること

が基本ですし、それは申請時には必ず説明をして、確認をしております。 

         以上です。 

 

議  長     ああ、そうですか。 

         はい、どうぞ。 

 

菅野委員     その場合にあれかね。一時転用ということで、例えば誓約書みたいなもの

はつくるということは考えていない。必ず戻すということで、農地に。 

 

長田主査     誓約書までは、提出資料としては求めてはおりません。 

 

菅野委員     では、あってもないようなものだね。 

 

長田主査     そのかわり、３年ごとに見直すというものです。 

 

菅野委員     やめる際の誓約書なんかあっても不思議はないと思うが。 

 

齋藤係長     議長いいですか。 

 

議  長     どうぞ。 

 

齋藤係長     営農型太陽光、特別なものと考えていると思いますが、あくまでも通常の

転用、一時転用なので、砂利採取だとか、資材置き場などと同じ一時転用

の扱いですよね。砂利採取等、他人様の土地を使う申請については、復元

の誓約書をお願いしております。今回は４条で、ご自身の農地で営農型が

できなくなったという判断になった場合です。当然撤去してもらうことに

なりますが、まんがいち撤去しないということになれば、違反転用物にな

りますので、今度は違反転用の指導になります。当然罰則規定もあります。 
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ですから、営農型に限ってと言うことでなく、一時転用もそうですし、通

常の転用であっても、転用許可後、計画どおり着工できない、または、目

的以外の転用をしている等についても同様の取り扱いになるかと思います

ので、ご確認をお願いします。 

 

議  長     はい、どうぞ。 

 

上條（英）委員  発電事業者が、○○さん個人じゃなくして、第三者がいれば、２，０００

枚だかのものを張りめぐらして、億というか、数千万になるかわかりませ

んが、それだけのいわゆる出費になるわけですね。これが個人で賄い切れ

ればいいけれども、そういうものまで確認されていますか。 

 

長田主事     これをやるに当たりましては、全ての資金計画、それに伴って、見積書だ

とか、提出していただきまして、今回はあくまでも○○さんの受ける融資

で、融資証明の形でいただいておりますので、お願いします。 

 

議  長     ほかにございますか。 

         はい、どうぞ。 

 

古沢委員     補足と言ってはあれですが、いつも常任会議でもこのような案件がたくさ

ん出てまいります。それで、書類さえできて、完璧にできていれば、それ

は必ず通ってしまいます、今回の場合は、書類の内容もしっかりしており

ますし、事務局のケアもとてもすばらしくて、失敗しないようにきちんと

確認をしてつくられていると思いました。 

         これからもこのように確認をして、成功していくような方向に持ってくる

ような書類の作成をやっていただけたら、皆さん失敗しないでやっていく

かな。今回はすばらしい申請書ができたと思って、とても感心いたしまし

た。 

 

菅野委員    １ついいかいね。営農型で３年の期間更新、３年たったときに、だめだよと

いう危険がありながら、チェックがなされてなければ、入り口ばっかり考

えたってだめだよね。３年の更新時にどうなったかというのをやっていか

ないと。 

 

古沢委員     そうですよね。 

先ほども申し上げましたけれども、こういうものはやっぱり経過していく

時点でどうなっていくか追っていかなきゃいけないと思います。だから、

最初の計画がすばらしいからといって、何年後には失敗していくという例

もありますから、年度ごと、毎年それは経過を確認して、きちんと把握し

て、進めていかなくてはならない。これからはそういうふうにしていった

ほうがいいと思います。 
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議  長     どうぞ。 

 

長田主査     実は、この営農型太陽光につきましては、毎年２月に状況報告、それぞれ

の営農の状況報告を提出してもらうというのが義務づけられています。こ

れまではやっぱり事例がなかったものですから、提出はいただいています

けれども、そのまま県に報告するだけでした、今回こういったやっぱり定

着してきた、これからどうやっていくかという、そういういろいろなもの

が出てきたものを受けまして、今後、毎年こうやって状況報告を出しても

らった後に、協議事項として、この場でその状況報告を出させていただこ

うかと思いますけれども、いかがでしょうかね。 

 

岡村委員     結局納税猶予申請と同じように追跡確認をやらなければいけないというこ

とだよね。 

 

菅野委員     これ自体を反対するわけじゃない、そういった事情等を踏まえて、そうい

う対応をしておいたらどうだということ。 

         それと、もう一つは、説明書の一番下のところに、以前は水稲を作付して

いたが、ハイゴケを行う前３年間は貸し付けをしていたため、農業収入は

ゼロという考えだね。この考えはちょっとおかしいじゃないかと思う。 

         この人が、やらないでほっといて、今まで３年間収入ゼロだったから、何

やったって収入が上がれば、いいじゃないかって、こういう考えだよね、

早い話。これはおかしい。借りている人は、３年間つくっていて、ここで

どのぐらいのものを上げたというものがなきゃいけないと思う。 

 

長田主査     いいですか。すみません。一応、その中で比較として、ここに、申請内容

のところに、全国の統計から基づきました通常の作物転換前というところ

で、水稲で１５万２，０００円を挙げさせていただいておりますので、お

願いいたします。 

 

議  長     上條さん。 

 

上條（信）委員  今説明あったように、ここでいろいろな議論するということよりも、地元

でも期待しているということの中で、二、三年後のチェックなりというこ

とに、どうするかということにやはり視点を向けないと、これ、許可する

の、しないのということは、初めからこんなところで本当にやっていいの

かという、地元でも期待している、それで、今の心配する要件を言うなら、

事例も既にある。ぜひとも皆さん方、そこへ行って、経験を積んだらいい

と思う。私が紹介されたときには、これ、上條委員、どうしたらいいです

かねって、実際聞かれた。その後にこれを見せられて、ああ、これはすば

らしいねっていう判断をしたが、その前に今、古沢さんたちも困っている

問題、最初の事例がありますんで、これは我々の農地部会として、本当に

いいのかどうかって、そこでちょっと鍛えてみたらどう。 
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最初にまずい事例があったから、そういうことになっちゃった。 

 

古沢委員     失敗した事例 

 

上條（信）委員  失敗したというふうに判断するのか、もっと進んで、撤去までしなさいと

いうことをここで本当にやるつもりなのか、そういう事例がもうあるから、 

そこへ行って、松本市農業委員会農地部会は、ここでこの事例に基づいて

こういう判断をしたという実例が、もう既に○○のすぐ近くにあるから、

営農型で許可されて、そこが出発点じゃないの。 

 

古沢委員     そうですね。 

 

議  長     よろしいですか。 

         ほかにご意見等ありますかね。 

         はい、どうぞ。 

 

上條（英）委員  ちょっとお聞きしますけれども、この方は、お二人とも５０年、４０年農

作業をやっているということは、年齢的には。 

 

長田主査     ○○歳です。ご主人が○○歳でした。 

 

上條（英）委員  後継者はいましたかね。 

 

長田主査     はい。後継者がこの事業を提案しておりまして、やっぱりもうかる農業を

目指したいという中で、自分も一緒に協力していくということでお話はい

ただいております。 

 

古沢委員     ○○さんのご両親は○○○○をやっています。 

         この○○さんは、○○に住んでいましたが、その方がこちらに帰ってきて

始めるということで、また共同経営者も専門の方、若い方が、ちょっと現

地確認のときに見えていましたが、その方も入って一緒にされるそうです。 

         今、既に何か中国からコンテナ１つくらい輸出してくれないかという注文

が来ているけれども、コンテナ１つは無理なので、なるべくそれに追いつ

くように努力したいというようなお話をされていました。 

         以上です。 

 

議  長     どうぞ。 

 

青木委員     コケに使う水は井戸でしたっけ。 

 

長田主査     井戸です。 
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議  長     それでは、３年間という期限後には大いに期待をするということで、意見

等も出尽くしたようですので、集約したいと思います。 

         議案番号第１４０号につきまして、原案どおり承認することに賛成の方の

挙手をお願いいたします。 

 

［全員挙手］ 

 

議  長     全員賛成ということで、本件は原案どおり承認するものと決定いたします。 

         続きまして、議案番号第１４１号でございますが、これは先ほど申しまし

たように、１４６号ですか、５条の。それもあわせて地元の意見というこ

とで、波田でございますので、森田委員さん、お願いいたします。 

 

森田委員     ○○さんは、波田から○○へ養子に行かれまして、子供さん、お孫さんで

大家族ということで、この間現地確認に行ったところ、雪で、ちょっとし

っかりは見えませんでしたが、これ写真の西のほうが住宅地帯になってい

て、ここがちょっと荒廃になっていまして、荒廃対策にもここでうちを建

ててもらえばいいかなという感じもしまして、あと少し周りに田んぼはあ

りますけれども、別に支障がないというぐあいに見てきましたので、よろ

しくお願いします。 

 

議  長     それでは、続きまして現地調査をしていただきました委員さんどちらか。

古沢代理、お願いいたします。 

 

古沢委員     今、森田さんがおっしゃったこととほとんど同じで、雪がなかったら、草

ぼうぼうで大変だっただろうな。白い雪の下に何も見えないという感じ。

そこにできても、ほかに支障がないので、許可してもよいのではないかと

判断してまいりました。よろしくお願いいたします。 

 

議  長     それでは、他の委員さんで本件につきまして質問、ご意見等がありました

ら、お願いいたします。 

 

［質問、意見なし］ 

 

議  長     それでは、ご意見等がないようでございますので、集約したいと思います。 

         議案番号第１４１号につきまして、原案どおり承認することに賛成の方の

挙手をお願いいたします。 

 

［全員挙手］ 

 

議  長     全員賛成ということで、本件は原案どおり承認するものと決定いたします。 

         それでは、続きまして議案番号第１４２号から１４６号、農地法第５条の

規定による許可申請承認の件、５件につきまして上程いたします。 
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         なお、議案番号第１４６号につきましては、ただいま質疑も終了しており

ますので、集約のみ行います。 

         それでは、事務局から説明をお願いいたします。 

         阪本技師、長田主査、お願いいたします。 

 

阪本技師     それでは、議案書の４ページをお願いします。 

         農地法第５条の規定による許可申請承認の件でございます。 

         議案番号第１４２号、島内にお住まいの○○○○さんが所有します島内○

○○、地目、台帳、現況とも田、２，６８５平米外３筆、計４筆、９，６

５５平米、島内にお住まいの○○○○さんが所有します島内○○○－○、

地目、台帳、現況ともに田、３８７平米外４筆、５，６２１平米、計９筆、

１万５，２７６平米を島内にあります○○○○○○○○が砂利採取として

一時転用する申請です。期間につきましては、許可日から１年間です。農

地区分につきましては農振農用地で、農政課と協議済みでございます。立

地基準は農地法施行令１１条第１項第１号、一時転用であり、農振計画に

支障のないものに該当しますので、問題ないと判断できます。 

 

長田主査     続きまして、議案番号第１４３号、今井にお住まいの○○○○さんが所有

します今井○○○○－○、地目、台帳、現況、畑、７１１平米に南原にあ

ります○○○○○○○○が建売住宅２区画を新築する申請です。所有権移

転を行います。都計法第２９条許可申請中です。白地の農地です。農地区

分につきましては、松本市役所今井出張所と今井小学校から５００メート

ル以内に位置し、上下水道埋設の市道に接しますので、第３種農地と判断

しました。３種農地のため、原則許可となります。 

         続きまして、５ページをごらんください。 

         議案番号１４４号、笹賀にお住まいの○○○○さんが所有します野溝西○

丁目○○○○－○、台帳、現況ともに田、３７０平米に小屋南にお住まい

の○○○○さんが農家分家を新築する申請です。使用貸借権の設定を行い

ます。都計法第２９条許可申請中です。農振除外が平成２９年７月３１日

に行われています。農地区分につきましては、芳川出張所から３００メー

トル以内に位置するため、第３種農地と判断しました。３種農地のため、

原則許可となります。 

 

阪本技師     続きまして、議案番号第１４５号、中山にお住まいの○○○○さんが所有

します中山○○○○－○、地目、台帳、現況ともに畑、２２８７平米外２

筆、計３筆、４３６．３８平米に筑摩にお住まいの○○○○さんが一般住

宅を新築する申請です。所有権移転を行います。白地の農地です。農地区

分につきましては、１０ヘクタール以上の一団の農地に該当しますので、

第１種農地と判断しました。立地基準については、農地法施行規則３３条

４項、集落接続に該当しますので、問題ないと考えられます。 

         １４６号につきましては、先ほどご説明しましたので、割愛させていただ

きます。 
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         なお、５条各案件につきましては、転用目的を達成するための確実性や周

辺の営農に支障を及ぼすおそれがないことなど、一般基準の各要件を満た

していると判断しております。 

         以上、５件、１５筆、１万７，２０６．３８平米になります。よろしくお

願いいたします。 

 

議  長     それでは、議案番号第１４２号でございます。島内でございますので、菅

野委員さんから地元の意見をお願いいたします。 

 

菅野委員     ２３日に地元の委員３人で現場を見に行きまして、砂利採取で一時転用と

いうことで、何ら問題はないかということで見てまいりました。お願いし

ます。 

 

議  長     それでは、現地調査をしていただきました委員さん、どちらか。お願いい

たします。 

 

古沢委員     これは○○のところを西のほうに行きまして、東側です。広く広がった水

田地帯ですが、ここで砂利採取をしても何も問題ないということを確認し

てまいりました。よろしくお願いいたします。 

 

議  長     それでは、他の委員さんで本件につきまして質問、ご意見等がありました

ら、お願いいたします。 

 

［質問、意見なし］ 

 

議  長     それでは、ないようでございますので、集約したいと思います。 

         本件について、原案どおり承認することに賛成の方の挙手をお願いいたし

ます。 

 

［全員挙手］ 

 

議  長     全員賛成ということで、議案番号第１４２号につきましては原案どおり承

認するものと決定されました。 

         それでは、続きまして議案番号第１４３号でございますが、今井でござい

ますので、上條委員さん、お願いいたします。 

 

上條（英）委員  現地は、今井の集落の中ですが、先ほど出張所から５００メートル以内と

いうような話もございましたが、土地の周りは全部家に囲まれていまして、

ただ、西側のほうの道路の部分は家がないというだけのところでございま

す。現在、雪がかぶっていますけれども、話を聞いたら、本人はもう足腰

が痛くて、農作業はとてもできないということで、この土地は近隣の方に

貸して、ネギなどの家庭菜園みたいな形で使っているようでございます。
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本人も、そういう形で農業をできないので手放したいという中で、近隣の

皆さんに貸してあったんですが、返してくださいなんていうお話をしたら、

承諾をしていただいというふうなことで、隣とも近隣ともトラブルなく譲

与できるんじゃないかなというふうに思います。 

         本人、先ほど言ったように、農地として使えないということになれば、耕

作できないとなれば、やむを得ないというふうに考えますので、承認をお

願いしたいと思います。 

         以上です。 

 

議  長     それでは、現地調査をしていただきました委員さん、丸山委員さん。 

 

丸山（敏）委員  今、上條委員さん申されたとおり、住宅に囲まれたところで、隣、西側に

お墓があるだけで、あとみんな住宅に囲まれた土地でございますので、何

ら問題ないかと思います。 

 

議  長     それでは、他の委員さんで本件につきまして質問、ご意見等がありました

ら、お願いいたします。 

 

［質問、意見なし］ 

 

議  長     ないようでございますので、集約したいと思います。 

         議案番号第１４３号につきまして、原案どおり承認することに賛成の方の

挙手をお願いいたします。 

 

［全員挙手］ 

 

議  長     全員賛成ということで、本件は原案どおり承認するものと決定いたします。 

         続きまして、議案番号第１４４号でございます。野溝でございますので私

のほうから。 

         場所的には、松本の笹賀地区で、奈良井川の東側です。それで先ほど話が

ありましたように、すぐその東のほうには芳川の出張所、体育館、その東

には芳川小学校がございまして、写真では、田んぼに雪かけてあるところ

が道路ですが、その道路のこっち、右側には住宅があります。それで、こ

この道路から東側は芳川の野溝です。それで、この道からこの今の赤い線

のところは笹賀だそうでございます。私も、こんな向こうまで笹賀の土地

があると思いませんでしたが、この東側の方の新宅みたいですが、それで

町会のほうは野溝のほうの町会に入るということで、東のほうはずっと田

んぼです。そのちょっとこっち側に建物、写真では見えませんが、そんな

場所でございまして、そういう場所でございますので、農地とは言いまし

ても、住宅地や大きい施設がある近くでございますので、仕方がないかな

というふうに私のほうは見てまいりましたので、よろしくお願いいたしま

す。 
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         それでは、現地調査をしていただきました委員さん、丸山委員さん、お願

いいたします。 

 

丸山委員     今、説明されたとおりでございますけれども、農家分家ということで、該

当するうちを建てられる土地がここしか、下水の近くとか、いろいろ条件

がそろわないということで、ぜひ認めてほしいということでございますの

で、認めたいと思いますけれども、よろしくお願いします。 

 

議  長     それでは、他の委員さんで本件につきまして質問、ご意見等がありました

ら、お願いいたします。 

 

［質問、意見なし］ 

 

議  長     ないようでございますので、集約したいと思います。 

         議案番号第１４４号につきまして、原案どおり許可することに賛成の方の

挙手をお願いいたします。 

 

［全員挙手］ 

 

議  長     全員賛成ということで、本件は原案どおり承認するものと決定いたします。 

         それでは、続きまして議案番号第１４５号でございます。中山でございま

すので、太田委員さん、地元の意見をお願いいたします。 

 

太田委員     この案件は、前回、前々回か、１１月か１０月くらいに出て、地元の住民

の方から反対に遭いまして、それで廃案になったその土地です。それで、

申請者の○○さんも○○歳ということで、もう耕作もできないということ

で、土地を売りたいということで、たまたま住宅用にということで、希望

されている方がみつかり、お売りをしたいと。地元からも、住宅用なら仕

方がないじゃないかということで、町会の了解も出ていますので、問題な

いかなと思っています。 

         以上です。 

 

議  長     それでは、現地調査をしていただきました委員さん、古沢代理、お願いい

たします。 

 

古沢委員     主要道路からちょっと入った細い道の両サイドにあるところなんですが、

周りも住宅が建たっておりまして、住宅が建てられても何も影響がないか

なと思って確認してまいりました。よろしくお願いいたします。 

 

議  長     それでは、他の委員さんで質問、ご意見等がありましたら、お願いいたし

ます。 
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［質問、意見なし］ 

 

議  長     それでは、ないようでございますので、集約したいと思います。 

         議案番号第１４５号につきまして、原案どおり承認することに賛成の方の

挙手を求めます。 

 

［全員挙手］ 

 

議  長     全員賛成ということで、本件は原案どおり承認するものと決定いたします。 

         それでは、次に議案番号第１４６号でございますが、既に説明及び質疑等

は終了されておりますので、直ちに集約したいと思います。 

         議案番号第１４６号につきまして、原案どおり承認することに賛成の方の

挙手を求めます。 

 

［全員挙手］ 

 

議  長     全員賛成ということで、本件は原案どおり承認するものと決定いたします。 

         続きまして、議案番号第１４７号、相続税の納税猶予の適格者証明願承認

の件、１件につきまして上程いたします。 

         それでは、事務局から説明をお願いいたします。 

         大内主査、お願いいたします。 

 

大内主査     お願いします。 

         それでは、議案書の６ページをごらんください。 

         相続税の納税猶予の適格者証明願承認の件です。 

         議案番号は第１４７号です。相続人は並柳にお住まいの○○○○さんです。

特例を受ける農地ですが、並柳○丁目○○○－○、地目、台帳、現況とも

に畑、８５平米外１筆、合計２筆、計５２４平米につきまして適格者の承

認を受けるものです。 

         以上１件です。よろしくお願いします。 

 

議  長     それでは、議案番号第１４７号につきまして、地元の農業委員さんの意見

ということで、青木委員さん、お願いいたします。 

 

青木委員     並柳の○○○○の隣のところです。ここに書いてありますように○○○と

書いてございますが、皆さんご承知でございまして、そこの○○さんでご

ざいますが、この方は今、○○の○○○○をやっていますが、私も時々行

っては、ここの畑が気になって見ていましたが、昔からきれいに野菜をつ

くっておりまして、この○○さんも、何かお休みには一生懸命やっている

ようで、あと２年くらいで定年になるようですけれども、一生懸命やって

いますので、特に問題ないと思って見てまいりました。お願いします。 
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議  長     それでは、他の委員さんで本件につきまして質問、ご意見等がありました

ら、お願いいたします。 

          

［質問、意見なし］ 

 

議  長     それでは、集約したいと思います。 

         議案番号第１４７号につきまして、原案どおり承認することに賛成の方の

挙手をお願いいたします。 

 

［全員挙手］ 

 

議  長     全員賛成ということで、本件は原案どおり承認するものと決定いたします。 

         それでは、続きまして議案番号第１４８号から１５１号、引き続き農業経

営を行っている旨の証明願承認の件、４件につきまして上程いたします。 

         それでは、事務局から説明をお願いいたします。 

         大内主査、お願いいたします。 

 

大内主査     お願いします。 

         それでは、議案書の７ページをごらんください。 

         引き続き農業経営を行っている旨の証明願承認の件です。 

         議案番号第１４８号ですが、元町にお住まいの○○○○さんが元町○丁目

○○－○、地目、台帳・田、現況・畑、１２８平米外２筆、合計３筆、１，

６３９平米につきまして承認を受けるものです。 

         なお、○○さんの相続税の納税猶予は平成２０年５月３０日から開始して

います。 

          続きまして、議案番号第１４９号です。筑摩にお住まいの○○○○さん

が筑摩○丁目○○○○、地目、台帳・田、現況・畑、２３４平米外１筆、

合計２筆、１，５２３平米につきまして承認を受けるものです。 

         なお、○○さんの相続税の納税猶予は平成２６年４月１７日から開始して

います。 

         続きまして、議案書の８ページをごらんください。 

         議案番号第１５０号です。岡田伊深にお住まいの○○○○さんが岡田伊深

○○○、地目、台帳、現況ともに畑、２０６平米外６筆、合計７筆、５，

１２６．８３平米につきまして承認を受けるものです。 

         なお、○○さんの相続税の納税猶予は平成２６年４月２４日から開始して

います。 

         あわせて、岡田伊深○○○外１筆、合計２筆、２，３８６平米につきまし

ては、特定貸付を行っています。特定貸付期間は平成２６年１２月２６日

から平成３０年１月３１日までです。 

         続きまして、議案書の９ページをごらんください。 

         議案番号第１５１号です。梓川梓にお住まいの○○○○さんが梓川梓○○
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○○、地目、台帳、現況ともに田、２，８５９平米外１３筆、合計１４筆、

２万８，９０６平米につきまして承認を受けるものです。 

         なお、○○さんの相続税の納税猶予は平成１１年４月２３日から開始をし

ています。 

         あわせて、梓川梓○○○外３筆、合計４筆、１万４０８平米につきまして

は、特定貸付を行っています。特定貸付期間は平成２８年４月１日から平

成３０年１月３１日までです。 

         以上４件です。よろしくお願いします。 

 

議  長     それでは、議案番号第１４８号につきまして、地元の委員さんの意見をお

願いしますということで、旧市ということで、青木委員さん、お願いいた

します。 

 

青木委員     女鳥羽川沿いのところにある畑ですが、３年前に行ったときと全く変わっ

てなくて、雪が降っていますんで、ずっと真っ白ですけれども、南のほう

にハウスがあって、それから北側のほうはずっと雪がありますが、雪の量

が少なく、畑作をした跡、畝がずっと、縦横にずっときれいに入っており

ましたので、間違いなく耕作をしているという確認をしてまいりました。 

         ちなみに、あれからもう３年たったかなということで見てまいりました。 

以上です。 

 

議  長     それでは、他の委員さんで本件につきまして質問、ご意見等ありましたら、

お願いいたします。 

 

［質問、意見なし］ 

 

議  長     それでは、ご意見等がないようでございますので、集約したいと思います。 

         議案番号第１４８号につきまして、原案どおり許可することに賛成の方の

挙手をお願いいたします。 

 

［全員挙手］ 

 

議  長     全員賛成ということで、本件は原案どおり承認するものと決定いたします。 

         それでは、続きまして議案番号第１４９号でございます。これも市内とい

うことで、青木委員さん、お願いいたします。 

 

青木委員     筑摩神社の近くのところの○○さんのお宅で、自宅の裏にある畑でござい

まして、○○さんが耕作しており、私も畑に行っては一緒にご指導したり、

要は松本一本ねぎの種を中心にしてつくっておるところで、特に問題ござ

いません。 

         以上です。 
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議  長     それでは、他の委員さんで本件につきまして質問、ご意見等がありました

ら、お願いをいたします。 

 

［質問、意見なし］ 

 

議  長     ないようでございますので、集約したいと思います。 

         議案番号第１４９号につきまして、原案どおり許可することに賛成の方の

挙手を求めます。 

 

［全員挙手］ 

 

議  長     全員賛成ということで、本件は原案どおり承認するものと決定いたします。 

         それでは、続きまして議案番号第１５０号でございます。岡田でございま

す。岡村委員さん、お願いいたします。 

 

岡村委員     場所は、信大前の道をずっと行ったところの六助というところであります。

この方は、定年されまして、今は農業一本ということで、この○○○、そ

れから○○○、この２筆は、野菜でカボチャだとかホウレンソウだとか、

そういう野菜をつくっておりまして、それから、○○○－○、それから○

○○の田んぼと畑になりますが、ソバ、それから麦を集団転作で去年はつ

くられました。あと、○○○とその隣ですけれども、○○○－○、畑です

けれども、これは○○さんがソバを作付されました。そして、○○○－○

と○○○－○ですけれども、これは野菜で、レタス、ネギ、白菜等を昨年

作付されまして、冬起こしが終わっております。 

         その次の特定貸付を行っている旨の証明願ですが、これは○○さんにこの

○○○と○○○－○を耕作してもらうということで、特定貸付していると

いう内容です。 

         以上です。 

 

議  長     それでは、他の委員さんで本件につきまして質問、ご意見等がありました

ら、お願いいたします。 

 

［質問、意見なし］ 

 

議  長     ないようでございますので、集約したいと思います 

         議案番号第１５０号につきまして、原案どおり許可することに賛成の方の

挙手をお願いいたします。 

 

［全員挙手］ 

 

議  長     全員賛成ということで、本件は原案どおり承認するものと決定いたします。 

         続きまして、議案番号第１５１号でございます。梓川でございます。 
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古沢代理から地元の意見をお願いいたします。 

 

古沢委員     ○○さん、今、主に耕作されているのは息子さんです。所在地の○○○か

ら○○○までは特定貸付になっておりまして、水田を貸し付けているよう

です。○○○○－○からずっと田、あと畑になっていますが、これは全て

リンゴが植えてありまして、雪の中でもリンゴの木が立たっておりました。

それで、○○○○－○は、ブルーベリーとか桃とか、いろいろ多様な果物

が植わっております。この○○さんという方も、畑の作業をとてもよくさ

れる方で、一生懸命やっているかなと思います。よろしくお願いいたしま

す。 

 

議  長     それでは、他の委員さんで本件につきまして質問、ご意見等がありました

ら、お願いいたします。 

 

［質問、意見なし］ 

 

議  長     それでは、ないようでございますので、集約したいと思います。 

         議案番号第１５１号につきまして、原案どおり許可することに賛成の方の

挙手をお願いいたします。 

 

［全員挙手］ 

 

議  長     全員賛成ということで、本件は原案どおり承認するものと決定いたします。 

         それでは、次に報告事項に入りたいと思います。 

         事務局より説明をお願いいたします。 

         大内主査、お願いいたします。 

 

大内主査     それでは、議案１０ページからの報告事項です。全て書類等完備しており

ましたので、事務局長専決事項により処理しました。よろしくお願いしま

す。 

         それでは、１０ページ、（１）非農地の交付状況の件、４件です。１１ペ

ージから１４ページ、農地法第１８条第６項の規定による合意解約通知の

件、２７件です。１５ページから１６ページ、公共事業の施行に伴う届出

の件、３件です。１７ページ、競売（公売）農地に係る買受適格者証明の

交付状況の件、１件です。１８ページから２０ページ、（５）農地法第３

条の３第１項の規定による届出の件、２９件です。２１ページ、（６）農

地法第４条の規定による届出受理の件、２件です。２２ページから２５ペ

ージ、（７）農地法第５条の規定による届出受理の件、２１件です。 

         以上報告します。よろしくお願いします。 

 

議  長     それでは、今の報告事項につきまして質問等がありましたら、お願いいた

します。 
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［質問、意見なし］ 

 

議  長     それでは、ないようでございますので、これらの報告事項につきましては、

事務局説明のとおり了解いただきたいと、よろしくお願いいたします。 

         それでは、続きましてその他について、事務局より説明をお願いいたしま

す。 

         長田主査、阪本技師、お願いいたします。 

 

長田主査     すみません、１つ皆さんのほうに周知しておきます。 

         情報提供ですけれども、今、村井町南のところで４ヘクタール以上の農地

転用の申請相談がありますのでご承知おきください。 

         内容ですけれども、○○○○が○○○等の練習用グラウンドがどうしても

欲しいということです。農地につきましては、１種農地、農振農用地とい

うことで、なかなか場所が決まらないような状況ですけれども、今、候補

地として、村井町南の○○○○の北側のところに１０ヘクタールほどの一

団の農地があるわけですけれども、そのうちの北半分を計画したいという

ことで、今、相談が上がっております。 

         そこに実際やるかどうかというところ、あとどういう段取りでやっていく

かどうかということは、今後、都市政策課等、担当課との調整になります

けれども、一応ご承知おきいただければと思いまして、お願いいたします。 

 

議  長     ただ今情報提供がありました。皆さん、あの辺通ったら、ちょっと注目し

てもらって、何か動きがありましたら情報の共有に努めてください。 

 

阪本技師     それでは、来月の日程につきましてご確認をしたいと思います。 

         来月の部会につきましては、２月２７日火曜日、午後３時から、場所はＭ

ウイングの会議室になります。 

         次回の農地転用の現地調査は、２月２０日火曜日を予定しております。農

地転用の現地調査の委員さんにつきましては、２番の青木秀夫委員さん、

６番、上條英一郎さんですが、ご予定いかがでしょうか。 

 

両委員      大丈夫です。 

 

阪本技師     それでは、よろしくお願いします。 

 

議  長     それでは、お二人の委員さん、よろしくお願いいたします。 

         それでは、続きまして議案書の別冊をごらんくださいということで、議案

番号第１５２号でございます。農用地利用集積計画の決定の件につきまし

て上程いたします。 

         本件は、農業振興部会に内容審査を委託しておりますので、農地部会では

その審査報告により決定をするものでございます。 
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         それでは、農業振興部会長より内容審査の報告をお願いいたします。 

 

田中農業振興部会長 別冊の９ページをごらんください。 

         先ほど開催されました農業振興部会において、議案第１５２号、農用地利

用集積計画の決定の件について事前内容審査を行いましたので、報告いた

します。 

         一般分については、１０８筆、１７万７，６４５平米で、内訳は、貸し付

けが５６人、借り入れが３６人でありました。円滑化事業分は、１３４筆、

２６万３，５６１平米で、内訳は、貸し付けが８２人、借り入れが５４人

でありました。利用権の移転は、７筆、９，７３０平米、所有権の移転は、

１１筆、２万６，４２９平米、第１８条２項６号関係は、１筆、２，４３

２平米、農地中間管理権の設定は、４６筆、７万５，７２８平米。 

         以上の件につきまして、農業振興部会では事前内容審査の結果として、原

案どおり問題なく決定すべきものとして意見集約いたしましたので、ご報

告いたします。 

 

議  長     ありがとうございました。 

         それでは、農業振興部会長からの内容審査の報告をいただきましたので、

その報告に従って集約したいと思います。 

         議案番号第１５２号について、原案どおり決定することに賛成の方の挙手

をお願いいたします。 

 

［全員挙手］ 

 

議  長     全員賛成ということで、本件は原案どおり決定するものといたします。 

         それでは、続きまして議案番号第１５３号について、農業振興部会長より

内容審査報告をお願いするわけでございますが、農業委員会等に関する法

律第２４条によりまして、伊藤委員には退席をお願いいたします。 

 

（伊藤委員退席） 

 

議  長     それでは、農業振興部会長、よろしくお願いいたします。 

 

田中農業振興部会長 別冊の１０ページをごらんください。 

         続きまして、同じく農業振興部会において、議案第１５３号、農用地利用

集積計画の決定の件について事前内容審査を行いましたので、報告いたし

ます。 

         一般分は、５筆、８２６平米で、内訳は、貸し付けが１名、借り入れが１

名でありました。 

         以上の件につきまして、農業振興部会では事前内容審査の結果として、原

案どおり問題なく決定すべきものとして意見集約いたしましたので、ご報

告いたします。 
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議  長     ありがとうございました。 

         それでは、農業振興部会長から内容審査の報告をいただきましたので、そ

の報告に従って集約したいと思います。 

         議案番号第１５３号につきまして、原案どおり決定することに賛成の方の

挙手をお願いいたします。 

 

［全員挙手］ 

 

議  長     全員賛成ということで、本件は原案どおり決定いたします。 

         それでは、伊藤委員さん、お戻りください。 

 

（伊藤委員入室） 

 

議  長     それでは、続きまして議案番号第１５４号につきまして、農業振興部会長

より内容審査の報告をお願いするわけでございますが、先ほどと同様に、

委員に関係する案件でありますので、森田委員さんには退室をお願いいた

します。 

 

（森田委員退席） 

 

議  長     それでは、農業振興部会長、お願いいたします。 

 

田中農業振興部会長 同じく１０ページをごらんください。 

         続きまして、農業振興部会において、議案第１５４号、農用地利用集積計

画の決定の件について事前内容審査を行いましたので、報告いたします。 

         円滑化事業分は、１筆、３，２２７平米で、内訳は、貸し付けが１人、借

入が１人でありました。 

         以上の件につきまして、農業振興部会では事前内容審査の結果として、原

案どおり問題なく決定すべきものとして意見集約いたしましたので、ご報

告いたします。 

 

議  長     ありがとうございました。 

         それでは、農業振興部会長から内容審査の報告をいただきましたので、そ

の報告に従って集約したいと思います。 

         議案番号第１５４号について、原案どおり決定することに賛成の方の挙手

を求めます。 

 

［全員挙手］ 

 

議  長     全員賛成ということで、本件は原案どおり承認するものと決定いたします。 

         森田委員さん、ご入室をお願いいたします。 
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（森田委員入室） 

 

議  長     それでは、続きまして議案番号第１５５号、農用地利用配分計画案の承認

の件について上程いたします。 

         これも、本件は農業振興部会に内容審査を委託しておりますので、農地部

会ではその審査報告により承認をするものでございます。 

         農業振興部会長より内容審査の報告をお願いいたします。 

 

田中農業振興部会長 １２ページをごらんください。 

         同じく農業振興部会において、議案第１５５号、農用地利用配分計画案の

承認の件について事前内容審査を行いましたので、報告いたします。 

         農用地利用配分については、５２筆、８万３，３８１平。 

         以上の件につきまして、農業振興部会では事前内容審査の結果として、原

案どおり問題なく承認すべきものとして意見集約いたしましたので、ご報

告いたします。 

 

議  長     ありがとうございました。 

         それでは、農業振興部会長から内容審査の報告をいただきましたので、そ

の報告に従って集約していきたいと思います。 

         議案番号第１５５号について、原案どおり承認することに賛成の方の挙手

を求めます。 

 

［全員挙手］ 

 

議  長     全員賛成ということで、本件は原案どおり承認するものと決定いたします。 

         それでは、以上をもちまして本日の案件は全て終了いたしました。 

         議長を退任させていただきます。ご協力ありがとうございました。 

 

12 議長退任 

 

13 閉  会  赤羽農地部会長代理 

 

 

 

          農地部会長                           

 

 

          議事録署名人 ２０番                      

 

 

          議事録署名人  １番                      
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平成３０年１月 松本市農業委員会 農業振興部会 議事録 

 

１ 日  時    平成３０年１月３１日（水）午後３時３７分から午後４時５７分 

 

２ 場  所    議員協議会室 

 

３ 出席委員    ２５人 １番 田中 悦郎 

              ３番 三村 和弘 

              ４番 荒井 和久 

              ５番 伊藤 素章 

              ６番 竹島 敏博 

              ７番 百瀬 芳彦 

              ８番 波場 秀樹 

              ９番 窪田 英明 

             １０番 前田 隆之 

             １１番 丸山 寛実 

             １２番 忠地 義光 

             １３番 橋本 実嗣 

             １４番 百瀬 文彦 

             １５番 上内 佳朋 

             １６番 細田 範良 

             １７番 百瀬 秀一 

             １８番 竹内 益貴 

             １９番 小林 弘也 

             ２０番 小松 誠一 

             ２２番 波多腰哲郎 

             ２３番 河野  徹 

             ２４番 百瀬 貞雄 

             ２６番 金子 文彦 

             ２７番 波田野裕男 

             ２８番 北川 和宏 

 

４ 欠席委員    ３人  ２番 萩原 良治 

             ２１番 三村 晴夫 

             ２５番 中島 孝子 

 

５ 部会長挨拶   田中農業振興部会長 

 

６ 会議の成立   農業委員会等に関する法律第２１条３により成立 

 

７ 議長就任    松本市農業委員会部会規則第３条により田中農業振興部会長が議長に就 

          任 
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８ 議事録署名委員の指名及び書記の任命 

          〔議事録署名委員〕  ９番 窪田 英明 委員 

                    １０番 前田 隆之 委員 

          〔書記〕青栁主事 

 

９ 協議事項 

  （１）農用地利用集積計画の事前内容審査について 

  （２）農用地利用配分計画案の事前内容審査について 

 

10 その他 

 

11 出席職員 農業委員会事務局     局長補佐 板花 賢治 

          〃         主  事 青栁 和幸 

       耕地林務課        課  長 矢島 賴義 

          〃         課長補佐 松澤  亨 

       農 政 課        主  査 松村 豪治 

          〃         主  事 川嶋  遥 

       西部農林課        課  長 石川 善啓 

          〃         課長補佐 二木 昭彦 

          〃         係  長 中田 浩昭 

          〃         主  査 上條 裕之 

 

12 会議の概要 

議  長     それでは、協議事項に入ります。 

         協議事項１、農用地利用集積計画の事前内容審査についてですが、本件は

総会において事前内容審査を付託された議案第１５２号から議案第１５４

号について審査を行うものです。 

         初めに、利用集積計画にのっている新規就農者について、事務局から説明

をし、その後、農政課から一括して説明をお願いします。 

         それでは、事務局から説明をお願いいたします。 

         青栁主事。 

 

青栁主事     それでは、お世話になります。農業委員会事務局の青栁です。 

         今回の議案に載っている新規就農者について説明をいたしますので、よろ

しくお願いいたします。 

         それでは、議案の１３ページをごらんください。 

         今月、新規就農者は２名おりますので、それぞれご紹介いたします。 

         まず、整理番号１番、〇〇〇〇様になります。居住地並びに農地の所在地

は寿、ご年齢が３８歳、栽培予定品目は水稲ということでお話をちょうだ

いしております。それから、経営規模につきまして２４アール、農業従事

予定人数は１人ということで、ご本人のみとなります。就農の目的につき
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ましては、自家消費を中心とした農業となります。ご本人はＪＡの職員で

農業に関係されていた方であり、今後のご意向としまして、地区の農業の

後継者として、若手の担い手となるように努めていくとのことです。議案

につきましては、本議案の１ページの１５番になりますので、ご確認いた

だければと思います。よろしくお願いいたします。 

         続きまして整理番号２番、〇〇〇〇〇〇になります。所在地区につきまし

ては芳川、農地の地区につきましては今井になります。栽培予定品目は加

工トマト、それから経営規模につきましては２４アール、農業従事予定人

数につきましては２名になります。就農の目的につきましては、トマトの

育種及び栽培試験を実施するとのことです。また、農業経験ですけれども、

過去に試験場で２０年ほどトマトの栽培実績があります。なお、補足にな

りますけれども、今回栽培試験のために借りるので、出荷等は一切行わず、

収穫物は全て廃棄するということでお話をいただいております。また、農

業に必要なトラクターや動力噴霧器、倉庫、ハウス等は保有しており、今

回、会社としての利用権設定が初めてでしたので、新規就農として出てお

ります。農地所有適格法人ではございませんので、解除条件つきの利用権

設定になります。それから、今回の栽培試験等によって得られた技術や情

報につきましては、契約農家等への栽培指導や加工トマトの維持、発展に

役立てるとのことです。議案につきましては、７ページ、１８条第２項第

６号関係の利用権設定の部分になりますので、よろしくお願いいたします。 

         新規就農の説明につきましては以上になります。 

 

議  長     ありがとうございました。 

         〇〇〇〇〇〇の関係ですが、先日、農場で作業されるお二人の方から内容

についての報告が私にありました。記載のとおりでありましたので、よろ

しくお願いいたします。 

         それでは、続きまして農政課から一括して説明をお願いいたします。 

         川嶋主事。 

 

川嶋（農政課）  お世話になっております。農政課の川嶋と申します。よろしくお願いいた

します。 

         着座にて説明させていただきます。 

         今回、集積計画の議案は３号に分かれていますが、一括して説明させてい

ただきますので、よろしくお願いいたします。 

         では、３ページをごらんください。 

         協議事項１、議案第１５２号、農用地利用集積計画の事前内容審査。 

         特記事項がございますので、５ページをごらんください。 

         ５ページの円滑化事業分、５０番、小屋南の圃場ですが、借受人の〇〇〇

〇さんの経営面積がゼロ平米となっております。この方は平成２４年１２

月１日からこちらの圃場の利用権設定を受けておりまして、耕作地はこの

圃場のみでしたが、平成２９年１１月３０日に契約が切れ、再設定までに

少し期間があいてしまったため、ゼロ平米となっているものです。新規就
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農届等は１回目の利用権設定時に提出されておりますので、新規就農者で

はございません。 

         では、合計欄にまいりますので、９ページをごらんください。 

         合計欄読み上げます。 

         一般分、筆数１０８筆、貸し付け５６人、借り入れ３６人、面積１７万７，

６４５平米。 

         円滑化事業分、１３４筆、貸し付け８２人、借り入れ５４人、面積２６万

３，５６１平米。 

         利用権の移転、７筆、貸し付け４人、借り入れ３人、面積９，７３０平米。 

         所有権の移転、１１筆、貸し付け７人、借り入れ３人、面積２万６，４２

９平米。 

         第１８条２項６号関係、１筆、貸し付け１人、借り入れ１人、面積２，４

３２平米。 

         農地中間管理権の設定、４６筆、貸し付け２１人、借り入れ１人、面積７

万５ｍ７２８平米。 

         合計３０７筆、貸し付け１７１人、借り入れ９８人、面積５５万５，５２

５平米。 

         当月の利用件設定（全体）のうち、認定農業者への集積、筆数１８４筆、

面積３５万７，５２９平米、集積率は７８．８６％となっております。 

         続きまして、１０ページをごらんください。 

         議案第１５３号、農用地利用集積計画の事前内容審査。 

         一般分のみとなっております。 

         合計だけ読み上げます。 

         筆数５筆、貸し付け１人、借り入れ１人、面積８２６平米、認定農業者へ

の集積はゼロ％となっております。 

         続きまして、議案第１５４号、農用地利用集積計画の事前内容審査。 

         円滑化事業分のみとなっております。 

         合計、筆数１筆、貸し付け１人、借り入れ１人、面積３，２２７平米、認

定農業者への集積は１００％となっております。 

         協議事項１については以上になります。 

 

議  長     ありがとうございました。 

         ただいまの説明について、地元の委員の方から補足等ありましたら、お出

し願いたいと思います。 

 

［質問、意見なし］ 

 

議  長     なければ、ほかの委員の方で何かご質問、意見等ありましたら、お願いし

たいと思います。 

         百瀬さん。 

 

百瀬（芳）委員  すみません、４ページの８番、賃借料が極端に高いですけど、何か理由が
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ありますか。それから、先ほどの〇〇〇〇〇〇も、ほかと比べると高いで

すけれど、こちらも何かありますか。 

 

議  長     では、百瀬さん。 

 

百瀬（貞）委員  ４ページの島立の圃場ですけれども、これはハウスでキュウリをつくって

いた方から、ハウス５棟も含めて借り受けていますので、こういう数字に

なっております。 

 

議  長     ありがとうございました。 

         では、川嶋さんから、〇〇〇〇〇〇の件をお願いします。 

 

川嶋（農政課）  〇〇〇〇〇〇の賃借料についてですが、こちらは１０アール当たりという

ふうに書いてありますが、年額で幾らかというのが決まっていまして、そ

れを面積で割り返すと記載されている金額になります。特に間違いではご

ざいませんので、よろしくお願いいたします。 

 

議  長     よろしいですか、百瀬さん。 

 

百瀬（芳）委員  年額を面積で割ったということは、もともとの金額が高いということです

よね。会社だから、高くてもよかったということでしょうか。 

 

議  長     私は現場が近所なのでわかるのですが、会社の試験栽培圃場として使うの

で、農地をかなりいじるんですよ。そういう営みをするので、金額も高め

にしてあるという解釈かと思いますが、よろしいですか。 

 

川嶋（農政課）  はい。 

 

議  長     では、そういうことでお願いしたいと思います。 

          

波田野委員    それで、こういう特別金額のものは除かないといけないですよね。金額の

平均をとる時に、平均額が上がってしまいますから。極端なものは平均を

とるときに考慮していただいたほうがいいです。 

 

北川委員     委員総会で扱った、市の賃借料の情報のところに最高額がありますよね。

そこへこういうものが出てくるとおかしくなるので、例外として扱わない

といけないかと思います。よろしくお願いします。 

 

議  長     板花補佐、いいですか、そこは。 

 

板花局長補佐   極端に高いものは、除外して計算しておりますし、来年もそういう考えで

行きたいと思いますので、よろしくお願いします。 
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議  長     ありがとうございます。 

ほかにどなたか。 

 

［質問、意見なし］ 

 

議  長     それでは、集約したいと思います。 

         議案第１５２号について、原案どおり決定すべきものとして農地部会に報

告することに賛成の方の挙手をお願いいたします。 

 

［全員挙手］ 

 

議  長     ありがとうございました。 

         全員賛成ですので、議案第１５２号は、ただいまのとおり農業振興部会終

了後、農地部会にて報告することといたします。 

         続きまして、議案第１５３号について、原案どおり決定すべきものとして

農地部会に報告することに賛成の方の挙手をお願いいたします。 

 

［全員挙手］ 

 

議  長     ありがとうございました。 

         全員賛成ですので、議案第１５３号は、ただいまのとおり農業振興部会終

了後、農地部会にて報告することといたします。 

         続きまして、議案第１５４号について、原案どおり決定すべきものとして

農地部会に報告することに賛成の方の挙手をお願いいたします。 

 

［全員挙手］ 

 

議  長     ありがとうございました。 

         全員賛成ですので、議案第１５４号は、ただいまのとおり農業振興部会終

了後、農地部会にて報告することといたします。 

         続きまして、協議事項２、農用地利用配分計画案の事前内容審査について

ですが、本件は総会において事前の内容審査を付託された議案第１５５号

審査を行うものです。 

         それでは、農政課から一括して説明をお願いいたします。 

         川嶋主事。 

 

川嶋（農政課）  農政課の川嶋です。引き続きよろしくお願いいたします。 

         着座にて説明させていただきます。 

         １１ページをごらんください。 

         協議事項２、議案第１５５号、農用地利用配分計画案の事前内容審査。 

         合計欄だけ読み上げますので、１２ページをごらんください。 
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         合計、筆数５２筆、貸し付け１人、借り入れ１２人、面積８万３，３８１

平米。 

         当月の利用件設定（中間管理権設定）のうち、認定農業者への集積、４７

筆、面積７万４，００８平米、集積率は８８．７６％となっております。 

         協議事項２については以上になります。 

 

議  長     お疲れさまでした。 

         ただいまの説明について、地元の委員の方から補足等ありましたら、お願

いしたいと思います。 

 

［質問、意見なし］ 

 

議  長     なければ、ほかの委員の方でこの案件についてご意見等ありましたら、お

聞かせを願いたいと思います。 

 

［質問、意見なし］ 

 

議  長     それでは、集約したいと思います。 

         議案第１５５号について、原案どおり決定すべきものとして農地部会に報

告することに賛成の方の挙手をお願いいたします。 

 

［全員挙手］ 

 

議  長     ありがとうございました。 

         全員賛成ですので、議案第１５５号は、ただいまのとおり農業振興部会終

了後、農地部会にて報告することといたします。 

         以上で議事を終了いたしますが、そのほかで何か委員の方からご意見、質

問等ございましたら、お出しをお願いしたいと思います。 

 

［質問、意見なし］ 

 

議  長     ありがとうございました。 

         これで議案終了いたします。 

         それでは、続きまして８番、「松本市農業施策に関する意見書」に係る意

見交換を行います。 

          それでは、資料の確認を青栁主事からお願いします。 

 

青栁主事     今回、悪条件農地対策の資料になりますけれども、こちらの資料がお手元

にない方はいらっしゃいますでしょうか。 

小林会長と竹内委員さんですね。ほかの方は大丈夫ですか。 

ありがとうございます。 
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議  長     お待たせしました。それでは、３回目になりますが「松本市農業施策に関

する意見書」に係る意見交換を行います。 

         １１月から意見交換を行っておりますが、今月も引き続き意見交換をして

いきます。今月は、農林部耕地林務課と西部農林課から課長と課長補佐、

係長、主査の皆さんに出席をいただいております。 

         それでは、今月の趣旨を板花補佐からよろしくお願いいたします。 

 

板花局長補佐   先ほど委員総会でも説明したとおりでございますが、今月は、悪条件農地

対策について取り上げることにいたしました。 

         農業委員会は、担い手への農地を集積・集約化、遊休農地を解消というこ

とで、農地の有効活用も含めて推進していく使命がございます。その中で、

土地改良事業を活用しながら、受益者負担をできるだけ少なくし、耕作条

件を改善して担い手への集積・集約化、そして遊休荒廃農地の解消に努め

たいと考えているところでございます。ただ、国・県の事業に取り組む際

は、中間管理機構を利用しないと補助が出ない仕組みに情勢が変化しつつ

あるという中で、今回は国・県の事業体系、それから要件、補助率、機構

との関連も含めまして、基礎のところで事業について教えていただく機会

を設けさせていただきました。 

         本日、耕地関連を担当されている皆様からご教示いただきたいと思います

ので、よろしくお願いいたします。 

 

議  長     ご苦労さまです。 

         それでは、矢島課長さんからご挨拶を賜ります。 

 

矢島（耕地林務課） 皆さん、こんにちは。 

         本日は、お寒い中、また雪でお足元の悪いところを農業委員会総会並びに

農業振興部会にご出席いただきまして、ありがとうございます。さて、農

業振興部会では、１１月からテーマを設定して研修会、意見交換会を開催

しているということで、敬意を表するところでございます。 

         この後、担当から具体的な説明がありますけれども、国の動きとして、農

地中間管理機構を通じて農地を集積し、農業の担い手に農地を集約する施

策を推進しています。そのため、農家負担の要らない事業メニューも設定

しているところですけれども、そういうメリットと引きかえに、事業を実

施するにあたっては、大変厳しい条件も設定されています。研修会終了後、

各地区の事情があると思いますけれども、それぞれの事情に合った事業が

あって、また農業委員の皆様のご尽力で、もし実施可能な事業があるとす

れば、また後日担当に相談していただいて、市も一緒に県と相談していき

たいと考えております。 

         本日は大変お疲れさまです。 

 

議  長     ありがとうございました。 

         それでは、説明をお願いいたします。 
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松澤(耕地林務課) 耕地林務課土地改良担当、松澤と申します。よろしくお願いします。 

         それでは、着座にて説明させていただきたいと思います。 

         本日の研修テーマとして、近年、農業農村整備事業を行うにあたり、農地

中間管理事業を活用して、担い手へ農地を集積・集約化することが求めら

れております。そこで、農地区画の整理拡大、農業用施設の整備更新等、

耕作条件の改善を進めるための国・県の事業メニューについてきょうは説

明いたします。 

         農村農業整備事業の実施にあたり、長野県では国の動向を踏まえ、農業水

利施設等の長寿命化対策、農山村の活性化支援、担い手への農地集積につ

ながる農地の条件整備、ため池等の防災・減災対策、自然エネルギーの活

用に取り組んでおります。 

         １枚目の農業農村整備事業関係予算概算決定の概要をごらんになっていた

だきたいと思いますが、３０年度概算決定額は、２段目の農業農村整備事

業（公共）、これは従来の農業農村整備事業で昨年比１０４．１％と横ば

いになっておりまして、新規事業の受け入れは大変厳しい状況となってお

ります。３番目の農地耕作条件改善事業等（非公共）と書いてありますが、

これが中間管理機構を活用した農地耕作条件改善事業にあたり、昨年比１

２６．６％と伸びがあります。長野県では、従来の事業の予算確保が難し

くなってきているため、国の動向を踏まえて、農地中間管理機構を活用し

た耕作条件改善事業にシフトしてきております。 

         ２枚目、農地耕作条件改善事業をごらんください。国が進めているこの事

業の採択のポイントは、農地中間管理機構重点実施区域等において、担い

手への農地集積の推進や高収益作物への転換を図るための計画策定、基盤

整備、営農定着に必要な取り組みを一括支援するとなっております。この

事業の政策目標としては、中間管理機構を利用して担い手が利用する面積

が今後１０年間で全農地面積の８割となるよう、農地集積を推進するとな

っております。農地耕作条件の事業内容としましては、松本市土地改良区

及び水利組合等が事業主体となる団体営事業もありますが、今回は国・県

のメニューに絞って説明したいと思います。通常の県営事業の負担金は、

国が５０％、県が２５％、地元が２５％です。地元の２５％のうち、市の

補助金要綱で２分の１が市の負担となっているため、市が１２．５％、受

益者が１２．５％となっております。それを踏まえた上で、中間管理機構

を活用した県営の農地耕作条件事業について説明したいと思います。３枚

目の資料になりますが、農地耕作条件改善事業というものがあると思いま

す。①の区画整理、農地造成の事業についてですが、次の要件を満たせば、

農業者の費用負担に当たる１２．５％を国で負担するために、農業者の負

担はゼロとなります。その要件というのは、事業対象農地全てに中間管理

権が設定されていること。これは土地改良法で既に定義されております。

機構の借り入れ期間は、事業計画の公告日から１５年以上ということです。

事業完了後５年以内に担い手に集団化、集積・集約率を８０％以上とする

ことです。あと、事業実施地域の収益が、事業完了後５年以内に高収益の
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作物等に転換する等により、収益性を２０％以上アップすることとなって

おります。この要件を満たせば、農業者の負担はゼロとなります。このほ

かにも、一番下、２、実施要件とありますが、総事業費２００万円以上、

受益者数２名以上等とここに書いてありますが、そのほかに農地面積が１

０ヘクタール以上という条件があります。この事業の特徴としましては、

土地の所有者への同意は求められておりませんが、事業に対する説明は行

うこととなっております。また、国に事業を採択してもらうために、土地

改良法に定義されている事業計画概要書の作成が必須になります。これは、

通常の事業と同じく、この事業計画概要書の作成については、事業費の２

５％を農業者が負担しないといけないことになっております。②上記以外

の工種（用排水施設、農作業道等）の事業についてですが、事業を行うた

めの地元負担は、通常の事業と同じく１２．５％となっております。事業

を実施するにあたり、中間管理機構の重点実施区域に指定し、農地中間管

理機構との連携や地域内農地集積促進計画の策定を行います。その際に、

事業完了から３年以内に計画をした年度の時点での割合により推進費を交

付するものです。例えば、農地中間管理権の設定割合が８５％以上になれ

ば、８．５％の推進費が戻ってきます。それにプラスして、担い手への集

団化が８割以上できていれば、集団化加算が４％ふえるため、合計で農業

者負担である１２．５％の推進費を受けることができます。設定割合が結

構低い感じで、５５％以上で集団化できれば、５．５％の推進費が戻って

くるとのことです。今の２つが３０年度の新規の事業になりますが、この

２つの事業のほかにも、農地中間管理機構を通して農地集積を計画的に実

施する場合、右側の下側に書いてあります農業者の自力施工を活用した整

備に取り組む場合として、農業者が自力施工を行い、活用した整備等にも

事業として定額になりますが、助成することもあります。例えば、面積の

小さい２つの田んぼのあぜを取って、担い手が利用する大きい田んぼにす

る等、こういったことで使っていただければと思います。 

         いずれの事業も、事業主体は県営事業でありますので、採択は県となりま

す。あくまで地域として何を行いたいのか、地域全体の要望を聞かせてい

ただきまして、事業の計画等を含め、長野県と調整してまいりたいと思い

ます。 

         説明は以上になりますが、農業委員会の活動である農地利用の最適化の推

進に役立てていただければと思います。 

         以上です。 

 

議  長     ありがとうございました。 

         ただいま説明がありましたけれども、基本的には、一問一答で、これはど

うかということではなくて、こういうこともあるよということで、お互い

に前向きな方向で行きたいと思いますので、そういった趣旨で発言をお願

いしたいと思います。 

         まず、私からですが、中間管理機構を通せばこういうことがあるというこ

とですが、この中間管理機構に導入するために耕地林務課として何か営み
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をされていますでしょうか。 

 

松澤（耕地林務課） 今、お話のありました営みですが、あくまでもこちらは県営事業であり

まして、この事業をやりたいけれどもという話の中で、当然県も含めて地

元に入って、こういう形で中間管理機構に預けていただければ、これだけ

安くなるよという説明はしていきたいと思っております。 

 

議  長     それでは、波田野さん。 

 

波田野委員    説明いただいた事業では、１５年以上の中間管理権の設定とありますけれ

ども、これまでは１０年という設定で進めてきていて、そういう場所が事

業を利用する場合には１５年以上にしないといけないということですか。 

 

松澤（耕地林務課） この中間管理機構による農地造成に対してだけ１５年ということです。 

 

波田野委員    なので、その地域でもしそういう事業をやる場合には、１５年の契約をし

ていないと採択にならないということですね。 

 

松澤（耕地林務課） そういうことです。この区画整理、農地造成のゼロになるものについて

は、事業計画概要書を計画した時から１５年になりますので、その前に権

利設定してあったとしても、この事業をやるときにはもう一回１５年で設

定ということでお願いしたいと思います。 

 

議  長     いいですか。 

 

波田野委員    はい。 

 

議  長     結局、中間管理事業を使うには、１０年または５年という期間設定があり

ますが、この事業を利用する場合、１５年に限定されるという理解ですね。 

         いかがですか、それぞれ。 

         では、小林委員。 

 

小林委員     中間管理事業に８割の加入をしていなければ、この事業の採択にはならな

いということでありまして、今、波田野さんの言われたように、初めゼロ

でも、１５年先にこの目標に達していればいいという話もあるわけですが、

今、中間管理機構よりもＪＡとの保有合理化事業での貸借が大半を占めま

して、中間管理機構をよく利用しているのは松本市だという話も聞きます。

今回の説明で、中間管理事業に農家の人たちがシフトしてもらうような営

みを耕地林務課ですると思いますけれど、そういうアピールはどうですか。 

 

議  長     松澤さん。 
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松澤（耕地林務課） 今、県営事業で動いているものがありますけれども、県としましても事

業をこれから行っていくにあたりまして、耕作条件でないとなかなか事業

が進まないということで、その辺りは、農業者が何をやりたいかというと

ころの中で、実際やるところに対して、こういうふうにやれば事業として

は進みますよという営みをしております。 

 

小林委員     この事業については、どのように行政の方が考えているのでしょうか。今

までＪＡとの保有合理化事業で貸借が進んでいる状況で、その８割を中間

管理機構に、という話ですけれども、機構絡みの話になると、土地改良区

もそこで基盤整備をするのにかかわっているわけでして、その声がどうし

てもそちらから聞こえてこない。土地改良区に、こうした方がいい、こう

しなさい、という指導がないという話もありますが、どうでしょうか。 

 

松澤（耕地林務課） こちらからは、この事業をやりたいときはやってくださいということで、

あえて中間管理機構に入ってくださいという営みは行っておりません。 

 

議  長     目的があって、それを有利にするのが中間管理機構ですよという言い方と

いうか、農政課は、人・農地プランからつくって、ぜひ進めてほしいとい

うことですので、やはりポジションから耕地林務課の皆さんにも、そうい

う営みをやってもらいたいですね。それは、土地改良区の皆さんにもやっ

てもらいたいということで、こういう事業をやりたいからやってください

ではなくて、こういうことがあるので、これに入ってもらいたいというよ

うな感じです。今井でかん水事業の重点地域になったその経過の会議の折

にも、もちろん耕地林務課の担当の方も見えたし、農業委員もこういうハ

ードルを越えていかないと、補助金もおりないし、前へ進まない。今後や

らないといけないので、農業委員もそうですし、農政課も耕地林務課もそ

うだということで思想を一にして進んでもらいたいと思います。それぞれ

事情や内容等をお聞かせ願えればと思いますが、いかがでしょうか。 

         伊藤さん。 

 

伊藤（素）委員  内田地区は田んぼを中心にほとんど圃場整備ができていますけれども、飛

び地で小規模な田んぼが残っているところがあります。ところが、１０ヘ

クタールというくくりになると、その条件だけで該当しない。もう少し小

規模で地権者負担がないものはあるのかということをお聞きしたいです。

それから、収益を５年以内に２０％上げなさい、ということですが、田ん

ぼで２０％上げるのは並大抵のことではない。これではもう最初から無理

ではないかと思いますけれども、それも含めてお伺いします。 

 

松澤（耕地林務課） 先ほど１０ヘクタールとご説明しましたが、飛び地等もすべて含めた中

での１０ヘクタールと聞いております。また、収益につきましては、以前

県の会議においても、農地中間管理機構を全部入れたりすることは可能だ

けれども、このハードルが一番高いとどこの市町村も話していました。そ
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れについては、国で示してきている話ですので、現状では目指すしかない

ということで、その場では話は終わりました。 

 

議  長     小林委員。 

 

小林委員     中間管理機構も、大分当初の計画と変わっているようで、見直しについて

議論しているという話もあります。それから例えば、機構にまとめてこの

場所を基盤整備したいといった際に、その中に不在地主、それから耕作放

棄地が含まれることがあります。不在地主については、同意が得られなく

ても基盤整備ができるというようなお話がありましたけれども、それは松

本市がやるのか、それとも県がやるのでしょうか。なかなか簡単にはいか

ないという説明が県からありましたし、少しずつ条件が変わってくる情勢

もあるので、もう少し内容を、松本市も研究してみてはどうでしょう。 

 

議  長     矢島課長。 

 

矢島（耕地林務課） 今のお答えですけれども、国からはこういう事業が提示され、ぜひ協力

してもらいたいということでお話がありました。また、この事業を使えば

予算がたくさんつくけれども、そうでないと予算は余りつきませんという

こともありまして、県もそちらに誘導していますけれども、市はその間に

入って、可能であれば、皆さんと一緒に県の担当と打ち合わせをしたり、

お願いをするようにしていきたいと考えています。ダメな場合はダメです

けれども、松本市は広くて、地区の条件によっては可能であるところもあ

るかもしれないので、検討する価値はあります。各地区で検討していただ

いて、この事業を実施できる地区があれば、耕地林務課に相談していただ

いて、市も一緒になって県に相談に行こうと思います。 

         あと、小林委員さんの話の中で、国も条件が厳しすぎてどこも実施できな

いとなれば、多分この事業も毎年見直しをしていくことになると思います。

そういう情報を仕入れながら、何とか松本市の農業発展、農業基盤整備の

ためにやっていきたいと考えておりますので、よろしくお願いします。 

 

議  長     ありがとうございました。 

         はい、波田野委員。 

 

波田野委員    収益性２０％向上についてですが、例えば地域で安いお米をつくっていた

ところを、高いお米にしていくと、単価で言えば２０％くらい上がります

けれども、そういうことでも可能ですか。収益は売り上げのことですよね。

そういうことも中間管理事業でやれば可能ということでしょうか。 

 

松澤（耕地林務課） そうですね。可能かとは思います。ただ、私も県の会議等に出ていく中

で、農地造成や活性と入っていますけれども、恐らく、国のほうでは、大

きいところでの収益をターゲットにしているというふうにとらえました。
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高収益の果樹、例えばブドウのワイナリーとか、集団化を含めてというこ

とは、結局そういうものですから、これが皆さんの考えているものと合致

するかというと、難しい部分ではないかと思われます。また、これをやら

ないと事業として何もできない、という話ではなくて、通常の１２．５％

を地元負担していただければ、耕作条件でも事業としては県に話してやっ

ていくことは可能です。例えば水路が古くなってきて、どうにかしたいけ

れどもという話があれば、耕地林務課にお話ししていただければ、地区に

よって状況等違うと思いますけれど、それぞれ対応していきたいと思いま

すので、お願いします。 

 

議  長     波田野委員。 

 

波田野委員    例えば、県営圃場整備が済んでからもう２０年近くになるところは、漏水

があって、直しても１年もすればまた漏れて、そのうちにセメント部分が

砂や砂利になってＵ字溝自体をすべて替えないといけなくなる。もうじき

そういう時期が来るわけですけれども、梓川なら大字単位で手を挙げるの

か、集落単位でやるのかを教えてください。 

 

松澤（耕地林務課） 圃場整備が終わって４０年近くたちますので、水路も大分傷んできてい

ますし、使えるところは当然使っていかないといけない。国も市もそうで

すけれども、予算は限られている中でやっていきますから、長寿命化計画

といいまして、個々の施設の計画を３２年度までに立てて、それに伴って

整備をやっていきましょうという形で動いてきております。今年度、ちょ

うどそれが軌道に乗って、３０年度に早速動いていく形になります。それ

に乗っていないと予算はついてこないので、それに向けて、今、動いてい

るところです。 

 

議  長     はい、伊藤委員。 

 

伊藤（素）委員  水路の整備等の関係で今、多面的機能に直接払い云々というものがありま

すよね。それとの整合性はあるわけですか。私の地区では今、部分的にそ

れでやっているので、その辺りの絡みがわかりましたらお願いしたいです。 

 

松澤（耕地林務課） 今、皆さんも想定してやっていただいていると思いますが、多面的機能

交付金払いという交付金がありまして、水路を少ない予算でなるべく皆さ

んに手伝ってもらって、少しでも長く使いましょうという形でやっている

ところです。地元の方に手を貸していただいて、そのかわりお金は国、県、

市で出しますので、協働して水路等を直していただければと思ってやって

いるところですが、補助金自体を１回入れると、新たに国の補助金を入れ

られないというところも出てきます。そこら辺はご相談いただければと思

いますが、基本的に大きい事業になりますと、小さい水路等は対象になら

ないことがほとんどです。単純に長寿命の補助金でやろうとした場合、市
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の単独事業の補助金になると、市で６割補助しますので、地元負担は４割

になります。それよりは多面的機能交付金を使って少しでも水路を直して

いただければ、地元負担がなくていいかと思いますので、そこら辺も含め

て、皆さんにお願いしていきたいところではあります。 

 

議  長     では、小林委員。 

 

小林委員     今の話でいきますと、中間管理機構の事業を使えば普通１２．５％の個人

負担になるという方向で、いい話だということですが、機構事業を使って

いないものですから、その補助金を受けられない。また、農地の状況によ

っては圃場整備も採算の悪いもので、個人負担が３０万円になることもあ

ります。３０万円を出せる人はいいですが、３０万円かけて整備しても果

たしてお米で１反歩分出して、売り上げは上がるのかという問題がありま

す。それから何年か前にここはもうつくらないからと言って、法人に貸し

たりしている田んぼがありますが、地主に何とかしてくれと言っても、私

はもうできないので、どうにでもしてくれていいという話になり、その田

んぼが手つかずになる、こういうものはどうすれば良いでしょうか。 

 

松澤（耕地林務課） 中山地区は、今、若干中間管理機構も入れて、この事業をやっていただ

けている、そうですよね。 

 

小林委員     農協とも相談して、保有合理化事業の更新の時に中間管理事業に切りかえ

てもらっています。今、田んぼの耕作の１割を中間管理機構にシフトしま

した。それから今は維持していますけれども、どうとでもしてくれという

農地が何枚もあって困っていますので、お願いします。 

          

議  長     それでは、ほかの皆さんはいかがですか。 

         今、今井もそうですが、波田でもかん水の更新事業をやっていて、耕地林

務課の皆さんも来て、重点地区になるかどうかというお話もあると伺って

いますが。では、波多腰さん。 

 

波多腰委員    私の地域では、構造改善が１回終わって、また今、やっていますけれども、

中間管理を入れないとうまく進まないという話が届いて、皆さんもそれを

やりましょうという状態で昨年会議がありました。今、上のほうは進めて

いるようで、私どもにも書類が回って来ている状況です。 

 

議  長     石川課長。 

 

石川（西部農林課） そうですね、今、波田地帯総合整備事業やっていますけれども、波田で

中間管理機構を入れると進捗がよくなるということを県から言われまして、

波田地区のほうに情報提供しましたら、前向きに検討していこうというこ

とで、今、検討いただいています。先ほどから話がありますように、国か
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ら提示されている目標がそれぞれの事業で非常に高く、中間管理機構の利

用が８割とか、１０割というものもあります。これまで、中間管理機構の

メリットが余り示されなかったので、市ではなるべく早く情報をつかんで、

ハードルは高いですけれども、中間管理機構を使えばこういったメニュー

がありますという情報提供を、皆さんにしていきたいと思います。地区ご

とに状況は違いますので、提供した情報の中から利用できる事業があれば、

こういった制度を国で推進しておりますので、ぜひご利用に向けて、地区

の中で検討していただければと思います。 

 

議  長     ありがとうございます。 

         各地区、制限のある中で努力をしないといけない。現場は、先ほどありま

したとおり、農協の支所の課長が合理化からこちらへかじを切るとか、そ

ういうふうにやるのですが、ハイランドはここには見えないけれども、細

田委員さんの方はどうでしょうか。 

 

細田委員     あづみ農協もハイランドと考え方は同じです。今、石川課長が申されたよ

うに、行政と連携をとってやっていくという方向だと思いますし、小林委

員がおっしゃったように、ハードルが高いということと、波田野委員さん

から出た、２割アップをお米だけでやっていくというのは難しいというの

も一緒です。それから、考えようですけれども、多面的機能のほうに特化

してやっていったほうがどうかという考え方をとったけれども、中間管理

機構を推進する中で、国のほうでも事業を違うものに変えたりするという

感じがあります。ただ、地元の人たちにも理解していただかなければいけ

ないので、一気にやるというのはなかなか難しいですね。 

 

議  長     はい、河野委員。 

 

河野委員     島内と寿が耕作条件改善事業の重点地区ということで、２８年から３０年

の３年間、右下にある自力施工で行う簡易的な基盤整備ということで、耕

作条件改善事業をやっている最中ですが、これは国の補助金ですよね。そ

れで、圃場整備していないから、区画が悪いから、そこを担い手に利用権

設定をしていくために、条件をよくしていくという事業をやっているので

すが、やっていく中で、先ほど話が出た多面的機能支払いの事業で水路を

自分たちで施工した分もあるし、いろいろとある。また去年から話が出て

きた区画整理で、８割以上を中間管理機構を通す形にすれば、自己負担な

しですということもある。今、圃場整備をやれば、大体１反歩当たり２０

０万円近くかかるというような状況の中で、自己負担で出せる人は余りい

ない。今度この事業をやるとすると、今までやってきた多面的機能支払い

でやってきた水路は、これは国のお金だから壊せない。それから、耕作条

件改善事業で区画拡大をしたところも、国のお金を使ってやっているので、

そこは手をつけられないという話が出てくる。要するに、順々に農水省は

事業をつくってくるし、変えていくものですから、取っかかりやすいもの
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をやっていくと、ここも事業やっている、ここも事業やってるとなって、

国庫補助でやっている場合、どうしてもそこをやり直すということはでき

ないですよね。国はどんどん事業を新しく変えたり、つくり直したりして

提示してくるが、その辺の動きをよく見ながら、うまくやっていかないと

いけない、課題があるなというふうに思います。 

 

議  長     ともかく、耕地林務課の皆さんも農業委員の皆さんと連携して、それぞれ

話し合って、また相談に乗っていただければと思います。基本的には、前

段でも申しあげたとおり、ＪＡの担当は苦労しているし、我々は我々で苦

労しますので、耕地林務課でも改良区等に働きかけられるチャンスがあれ

ば、積極的にこういうことはやっていくべきだということをそれぞれの改

良区へ言っていただければ、ＪＡもやりやすくなりますし、我々もやりや

すいということで、お互いにそういうふうにやっていくことができればと

思います。 

はい、小林委員。 

 

小林委員     機構事業が始まったときに、加入すれば貸し手に１反歩２万円と、それか

ら借り手に対して１万円ずつ出たものですから、初めは随分と中間管理機

構にシフトしていきました。その後、１反歩５，０００円になって、加入

率が減ってしまった。去年くらいに国で利用しやすいようにと、期間を５

年にし、最近では２年でもいいという話もあると聞いています。今、話を

聞いていると、農業委員会のほうはあまり情報が入っていないような感じ

がしますので、どこかで情報提供してもらえるとありがたいです。 

 

議  長     ほかの委員の方で。 

         小松委員。 

 

小松委員     神林地区は、円滑化事業でほとんど三、四人へ集積してきていますけれど

も、いずれは中間管理機構へ移行しないといけないと思っています。よく

分からないのですが、何か弊害はあるのか、スムーズに移行するのか、経

験された方の中で、アドバイスというか、何かお手本があれば教えていた

だきたいです。またこういうことで苦労するとかそんなお話もあれば、お

聞きしたいです。申しわけないですけれども、よろしくお願いいたします。 

 

議  長     では、河野さん。 

 

河野委員     今の神林の状況は、ある程度集約されてきているが、中間管理機構は通し

てないということですね。中間管理権の設定については、例えば水路を全

体的に直したいという事業を目標にやったとして、今ある利用権設定を、

中間管理機構を通すように切りかえていくのが何割だという考え方で良い

と思います。 

最初から中間管理権が８割ないといけないということではなく、その事業
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をやりながら８割にしていく、そういう考え方でいいですよね、この事業。 

 

松澤（耕地林務課） 計画を立てていただいて、３年後に幾つにします、という設定をそれぞ

れしていただいて、それを目標にやりましょうというような形です。これ

は目標ですから、実際にそこまで行かなかったという事例も出てくるとは

思いますが、そうなると、県から目標達成の催促をされることになるかと

思います。 

 

議  長     ありがとうございます。 

         それぞれ皆さんから何かあれば、お願いしたいと思います。 

 

［質問、意見なし］ 

 

議  長     ありがとうございました。 

         耕地林務課の皆さん、貴重な時間を割いていただき、ありがとうございま

す。また、それぞれでお話しすることもあるかと思いますので、よろしく

お願いいたします。 

         時間となりましたので、以上で質疑応答を終了します。 

         今後の農業の役に立てばと願っております。 

お忙しい中、本当にありがとうございました。 

         本日の議題は全て終了いたしました。 

         これで議長を退任させていただきます。ありがとうございました。 

 

13 議長退任 

 

14 閉  会  河野部会長代理 

 

農業振興部会長 

          農業振興部会長                         

 

          議事録署名人  ９番                      

 

          議事録署名人 １０番                      

 


